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「引退なし」活動報告 

 

札幌中央フットボールクラブ（北海道） 

①タイトル：卒業生の積極的な参加 

開催日／期間：2016 年～現在 

場所：札幌市立資生館小学校、北海道郵政研修センターほか 

対象：過去にチームに在籍した卒業生選手 

参加者数：月３～５名程度 

内容：卒業後、サッカーを続けたかったが続けられなかった（進学、部活動の環境等）

選手に積極的に声掛けを行ない、月に数回、各個人によって差はあるが参加してもら

い、子どもたちと一緒にサッカーに関わる機会を作る。競技としての継続はいったんと

まることになるが、サッカーの楽しさや難しさを伝える身近な存在のお兄さん、お姉さん

として、特に始めたばかりの低学年組には遊びながらの延長上で関わることにより、本

人も継続できなかったことよりも楽しめる場が元々在籍したチームにあることを認識し、

参加してもらうことでまたどこかのきっかけで競技を含めサッカーに取り組む姿勢をも

てるようにしています。 

②タイトル：卒業生からの指導者育成 

開催日／期間：2018 年 4 月～現在 

場所：札幌市立資生館小学校ほか、活動場所にて 

対象：過去にチームに在籍した卒業生選手 

参加者数：１名（高校 1 年生女子） 

内容：卒業生の関わりをこれまでも持たせていたが、その中でも中学校の 3 年間部活

動には在籍できず、スクール等で活動していきながら高校進学時には推薦にてサッカ

ーを続けることが出来た選手がおり、同時に子どもたちの指導にも興味を持ったため、

チームとして継続的に関われるように部活動の OFF 日がチームの活動日でもあった

ため、毎週水曜日の平日練習時に指導者として参加。練習試合を含め大会なども自

身の部活動と重ならない時は活動し、積極的に審判活動も行うようになる。結果自身

のプレーへの気づきにもなり、育成を通じて本人の技術的な向上にもつながり、相乗

効果がでています。 

③卒業生だからといって活動に参加させるのではなく、将来的な展望を持った選手と

話を深めていく過程の中で、指導者に向いている、または指導を行う立場を経験する

ことで将来的な本人の夢やなりたい職業に活かされると感じることがあったら、積極的

に参加させることが結果的に本人にとってもチームにとっても好事例や気づきにつな

がることが多かったです。そのためにも指導者は在籍中から本人の特性や性格をよく

知ること、見ること、観察することで適宜アドバイスを繰り返していくことが卒業後でも

話が入りやすく、親身になれるのでより積極的に活動参加しやすいと思います。 

 

シーガルサッカークラブ（北海道） 

①開催日／期間：６月、９月、１月 

場所：モエレ沼公園、札幌ドーム屋外人工芝、石狩 B&G 海洋センター 

対象：全カテゴリーのメンバーの保護者及びスタッフ 

参加者数：合計約２５名 

内容：各カテゴリーごとの親子サッカーゲームや親同士のゲームを実施。 

②開催日／期間：２０１９年３月１６日 

場所：北海きたえーる 

対象：知的障がい者部門のメンバーの保護者およびスタッフ 

参加者数：５名 

内容：初開催となった「ファミリーフットサルフェスティバル」の〝障がい児〟部門へ参

戦。２家族を中心にチームを編成し、お父様お母様方にも初めてフットサルの大会を経

験していただきました。 

③週に１回のペースで実施している「知的障がい者部門」の練習において、お父様お

母様方５名が一緒に参加してボールを蹴って楽しむ様になっており、また「レディース

部門」においても３０歳代～４０歳代の方々が余暇を利用して毎月フットサルを楽しん

でおります。 

 

VOCK 大崎レディースフットボールクラブ（宮城県） 

①タイトル：JFA なでしこひろば in VOCK 大崎 LFC 

開催日／期間：2018 年 11 月 11 日 

場所：築館総合運動場 

対象：女子小学生から一般女性 

参加者数：40 名 

参加者数：２０〜３０人 

内容：サッカーの基本技術、ボールと仲良くなろうを目的として、午前（小学生）午後

（中学生以上）と分けて開催しました。多くの方に参加していただき楽しくサッカーにふ

れてもらえました。次回開催も参加したい子達が多くいました。定期的に開催できるよ

うに努力したいです。 

 

SendaiForza（宮城県） 

①タイトル：日常の練習 

開催日／期間：毎週土曜日 

場所：宮城教育大学グラウンド 

対象：療育手帳を持つ中学生以上の方及び Forza を応援してくださるサッカーが好き

な方々 

参加者数：２０〜３０人 

内容：選手の実態に応じたグループピングをした上でトレーニングに取り組んでいます。

年齢を重ねても選手が自分自身の体力と技術に合わせてサッカーを楽しむことができ

ています。 

 

特定非営利活動法人まきばフリースクール（宮城県） 

①タイトル：週 1 回の練習・フットサル大会（MKB CUP）の主催 

開催日／期間：毎週木曜日・11 月 3 日 

場所：瀬峰体育館・グリーンピア岩沼 

対象：不登校・ひきこもり・発達障がい・社会的養護の子ども・青年 

参加者数：200 名程度 

②上記の活動に追加して、毎週月曜日夜の練習を行った。月曜日の練習を強度の高

いものとし、木曜日を参加しやすいゆるやかなものにして、どのような状況の子ども・青

年も参加しやすく、続けやすいものとなるよう意図しています。 

 

特定非営利活動法人プチユナイテッドアスリートクラブ（山形県） 

①タイトル：山形県フットサルリーグ登録選手全員参加 

開催日／期間：2011 年５月～ 

場所：山形県内各地区 

対象：当クラブ山形県フットサルリーグ加盟登録選手 

参加者数：年間１２名位 

内容：当クラブで加盟している山形県フットサルリーグ参戦チームは、加盟当初から 16

歳～50歳代までの登録選手がおり、現在も同じ年齢層で加盟参戦し、全員が出場して

います。 

②タイトル：誰でもフリーフットサル 

開催日／期間：2018 年４月～ 

場所：山形市内の小学校体育館 

対象：小学生以上、年齢性別、経験問わず 

参加者数：１回 10 名位 

内容：毎週水曜日に開催し、小学生以上であれば、年齢性別、経験を問わず、みんな

で楽しむ enjoy フットサルを行っている。スポ少や部活動に入れない児童生徒のみなら

ず、経験者や 50 歳を超えた参加者も多数おり、毎開催参加者や家族での参加もいま

す。山形県フットサルリーグ登録選手では、ある程度の年齢に達すると引退する選手

がいる中、年配者ががむしゃらにプレイする姿に触発され、他チーム選手でも継続す

る選手が増加し、熱い思いを良い方向で蔓延させています。 

 

茨城県知的障がい者サッカー連盟（茨城県） 

①タイトル：ほほえみカップサッカーチャンピオンシップ大会 

開催日／期間：予選：平成 30 年９月 17 日（月・祝）  

決勝：平成 30 年 10 月８日（月・祝） 

場所：笠松運動公園補助陸上競技場・球技場（ひたちなか市大字佐和 2197-28） 

対象：小学生から 65 歳まで 

参加者数：のべ 470 名 

内容：9 月 17 日（月・祝）に、笠松運動公園補助陸上競技場・球技場で行われた予選リ

ーグは、チャンピオンブロックが８チーム、フレンドリー・アグレッシブブロックが 12 チー

ム、フレンドリー・エンジョイブロックが８チームの合計 28 チーム、270 名が出場しまし

た。試合はリーグ戦形式で行い、近年のレベルアップの成果もあり、接戦の試合も多く、

サッカーの勝敗はもちろん、相手との駆け引きを楽しむ様子も見られるようになってき

ました。10 月８日（月・祝）に予選と同じ会場で行われた決勝トーナメントは、予選リー

グを勝ち上がったチャンピオンブロック６チーム、フレンドリー・アグレッシブブロック８チ

ーム、フレンドリー・エンジョイブロック６チーム、合計 20 チーム 200 名が出場した。決

勝ステージにふさわしい戦いが繰り広げられ、チャンピオンブロックでは昨年度優勝チ

ームの境ＦＣを下して日立特別支援学校Ａチームが優勝。フレンドリー・アグレッシブブ

ロックでは結城ＦＣが２連覇を飾った。また、フレンドリー・エンジョイブロックは、小学生

もメンバーにいるバンクルサッカースクールが初優勝を飾りました。 

②ほほえみカップサッカーチャンピオンシップ大会での取り組み 

今大会からフレンドリーブロックを、試合結果にこだわるアグレッシブブロックとサッカー

の試合を楽しむエンジョイブロックの２つに分け実施しました。施設やクラブチームの

高齢化や学校の部活でも中学部の生徒から参加している学校等もあり試合に参加す

る、サッカーを楽しむことに主眼を置いたブロックを創設して欲しいという要望を実現し、

実施したところであります。最後に、９月 17 日の予選リーグにおいて、今回 25 回目を

迎えるほほえみカップに第１回から出場している２名の選手と、65 歳で現役選手として

出場している１名の選手、合計３名の選手と第 1 回から出場している１チームを連盟特

別表彰という形で、参加者全員が見守る中セレモニーを行いました。生涯スポーツとし

てのひとつの選択として、サッカーを楽しむ選手やチームを表彰することで、学生選手

や若い選手のはげみになればと考えたものであります。 

 

蹴球団藤岡キッカーズ（群馬県） 

①タイトル：社会人サッカー 

開催日／期間：4 月～3 月 

場所：県内各地 

対象：1 種年代 

参加者数：30 名位 

内容：社会人サッカーチームを組織し、地域の仲間がサッカーを続けられる環境を継
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続しています。 

 

FC REAL（埼玉県） 

①タイトル：爽やか個サル 

開催日／期間：毎週日曜 

場所：デサフィーオふじみ野 

対象：18 歳以上 

参加者数：30 名前後 

内容：誰でも楽しく参加できるフットサルゲーム 

②タイトル：ママさんクリニック 

開催日／期間：不定期 

場所：デサフィーオふじみ野 

対象：FC リアルの保護者、友人(女性) 

参加者数：20 名 

内容：女性だけで楽しくサッカーに触れ合う。簡単な練習とゲーム。 

 

NPO 法人浦和スポーツクラブ（埼玉県） 

①タイトル：スーパーシニアサッカー広場 

開催日：毎週木曜日午後 

場所：さいたま市駒場スタジアムサブグラウンド 

対象：60 歳以上 

参加者数：30～40 名 

内容：練習とゲーム等 

 

寄居サッカークラブ（埼玉県） 

①タイトル：寄居スペトレ 

開催日／期間：毎週水曜日 

場所：埼玉県大里郡寄居町立寄居小学校 

対象：老若男女問わず 

参加者数：３０人 

内容：サッカーのトレーニング及びトレーニングマッチ 

③月に１回４種女子の地域トレセンを実施 

月に１回４種女子と共にトレーニングをしたことによりお互い新鮮なトレーニングになり

ました。 

 

白岡市サッカー協会（埼玉県） 

①タイトル：シニアリーグ 

開催日／期間：１０試合以上／年 

場所：鷲宮運動広場 フットボールセンター(旧騎西高校) 白岡市総合運動公園 他 

対象：３５歳以上 

参加者数：６チーム 約７０人 

内容：シニアサッカー ソサイチ ８人制 

 

浦和グランパワーズ（埼玉県） 

埼玉県シニアリーグ参加、選手権参加、ねんりんピック（富山大会）参加 

在籍人数５０名 

 

南中野ダックス F.C.（埼玉県） 

①毎週日曜日さいたま市日大グランドダックス卒団者、父兄参加にて団員とゲームを

する。参加者 10～15 名 

②ママさんサッカーの実施、サッカーの基礎練習や子供達との練習試合、参加者 5～

10 名 

③日大の空き地を借りて練習しているが、雑草もあるが芝生の種をまき自慢の芝草グ

ランドになりました。 

 

LIVRO 白岡 SoccerClub（埼玉県） 

①(1)タイトル：Bomdai サッカー教室 

開催日／期間：春休み、夏休み、長期連休 

場所：LIVRO グランド（自施設） 

対象：誰でも（年少さん～大人） 

参加者数：各期間延べ１５０名前後 

内容：朝７時から集まったみんなでボールを使って身体を動かし、最後はゲームを楽し

んでいます。 

(2)タイトル：ナイターリーグ（私設リーグ） 

開催日／期間：毎月第２土曜日 

場所：ざっくぅドーム／LIVRO グランド 

対象：小学生～高校生・大人 

参加者数：毎回４０名前後 

内容：フットサルサイズのゲームを当日集まったチームで行います。勝敗は記録せず、

日頃の成果、成長の経過の視覚化が目的です。 

 

鶴ヶ島ブルーウィングスサッカー少年団（埼玉県） 

①タイトル：フットサル 

開催日／期間：不定期 

場所：フットサル場・体育館 

対象：父親 

参加者数：約 15 名 

内容：サッカー経験者が多く集まりボールを蹴る 

②タイトル：卒団生のフットサル参加 

開催日／期間：毎週土曜日(会場都合にもよる) 

場所：フットサル場・体育館 

対象：親父・卒団生(中学、高校、大学、社会人) 

参加者数：約 25 名 

内容：親父参加も未経験者であったり、卒団生は中学校にサッカー部が無い、高校生

では厳しい中ではやりたく無い、大学生・社会人ではたまにボールを蹴りたくなる、など

の理由で集まってくる。 

③卒団した子供達のお父さんがコーチに残りフットサルにも来るので、卒団した子供達

も知った顔があると来易い、お父さんコーチも成長？した子供達を見るのが嬉しいと言

っています。 

 

TODOS UNIDOS（千葉県） 

開催日／期間：通年 

場所：千葉県柏市、松戸市、八街市、酒々井町 

対象：子供から大人まで 

参加者数：1 日 10～20 人ほど 

内容：サッカースクールやサッカー大会 

 

ドリームチャレンジフットボールファン（千葉県） 

『なでしこひろば』にご家族でご来場の男性方が、空きスペースで自然にサッカーが始

まるようになりました。パパさんも「久しぶり」から「定期的に」へと変わっています。『な

でしこひろば』のリピーターにもつながっています。 

2018.2.16 

『なでしこひろば』 

千葉県白井市南山公園グラウンド 

参加者 

女性１１名(大人５名、小学生５名、幼児１名) 

男性９名(大人３名、小学生６名) 

 

ATLETICO 君津（千葉県） 

①タイトル：レディーススクール 

開催日／期間：毎週火曜日 

場所：翔凜学園 

対象：女性 

参加者数：２０名 

内容：フットサル 

②タイトル：ボール教室 

開催日／期間：毎月第 4 週目火曜日 

場所：ながらこども園 

対象：園児 

参加者数：４０名 

内容：種目横断的なボール遊び教室 

③タイトル：ボール教室 

開催日／期間：毎月第１週金曜日 

場所：みやまのさくら保育園 

対象：園児 

参加者数：５０名 

内容：種目横断的なボール遊び教室 

ボール教室 

理由 サッカーだけでなく様々なスポーツにつながる要素や動きができるので、生涯ス

ポーツにおいて、子供はもちろんシニア世代にも取り入れられるものだと思います。 

 

NPO 法人ゼロスポーツコミュニケーション（東京都） 

①ジュニア、ジュニアユース年代に運動の得意不得意にかかわらず、体を動かすこと

の楽しさを知ってもらうための、スクール活動実施。地域少年サッカーチームへのコー

チ派遣。 

②保護者向けにサッカーを続けていくための、スタートになるセミナー。 

③単独チームにこだわらず、コーチ派遣やセミナー開催などによる、育成年代へのア

プローチ多面的（指導、指導方法、食育、保護者向け）に行うことができます。 

 

ApreDiver（東京都） 

①タイトル：親子サッカー 

開催日／期間：不定期 

場所：鎌田小学校 

対象：チーム選手、保護者 

参加者数：80 

内容：チーム活動の中で不定期に親子レクとしてサッカー、ウォーキングフットボール、

靴飛ばし大会などを行なっています。 

③ウォーキングフットボールを行った事で参加に消極的だった方の参加が増えたよう
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に感じます。 

 

カフリンガ東久留米（東京都） 

①タイトル：初心者クリニック/ママさんクリニック 

開催日／期間：毎週 1 回 

場所：ケルンチュフットサルパーク花小金井 

対象：大人 

参加者数：10～20 名 

内容：集まった方で練習＆ゲームを楽しみます。 

②タイトル：ママさんチーム 

開催日／期間：2018 年～ 

場所：ケルンチュフットサルパーク花小金井 

対象：ママさん 

参加者数：8 人 

内容：ママさんチームを立ち上げ毎週の練習と不定期的に大会に出場 

③ママさんチームを立ち上げ JFA 主催のママさん大会や民間のママさんリーグに参

加する様になりました。 

 

株式会社クリエイティブヘッズ（エフチャンネル・フットサルステージ）（東京都） 

①[エフチャンネル] 

タイトル：フットサル／ソサイチ／ビーチサッカー／サッカー大会 

開催日／期間：随時 

場所：関東／関西／東海／北海道 

対象：16 歳以上 

参加者数： 

内容：私達が開催する大会は、初心者向け・初級者向け・中級者向けと、レベルを分け

たり、年齢制限を設けたりしています。このような大会を 2663 大会（2018 年度実績）企

画していますので、自分たちに合う大会を見つけることができます。ここに引退はあり

ません。 

■レベル／年齢分けについて 

参加者全員がフットボールを楽しめるよう、年齢分けや厳格なレベル分けをしていま

す。 

エンジョイ志向のカテゴリーでは、優勝チームへの賞品授与ではなく、大会後のミニゲ

ームで勝利したチームへ賞品を授与するなどの工夫をしています。 

【ミニゲーム内容】 

ドリブル競争／クロスバー当て／リフティングリレー／など 

縄跳び／腕相撲／椅子取りゲーム／ジャンケン／サイコロ／しりとり／など 

大会後のチーム同士の交流などを通じて参加者全員に楽しんでもらいたい、という願

いを込めています。 

[フットサルステージ] 

タイトル：はじめてのフットサル 

開催日／期間：毎週金曜日夜 

対象：フットボール経験の無い方 

内容：私たちは、「ボールを一度も蹴ったことが無い」「やってみたいけどあまり機会が

ない」という方向けにこのプログラムを行っています。小学校低学年から 50 歳オーバ

ーの方まで様々な年齢層の方々が参加され、フットボールを楽しんでいます。 

③[エフチャンネル] 

(1)大会名：KING OF SOCIETY 

学生に特化した学生のためのソサイチ大会を開催しました。 

さらに本大会優秀選手で学生選抜チームを結成し、イタリア遠征を行いました 

http://king-of-society.com/ 

(2)大会名：F5WC 

「F5WC」(Football Fives World Championships)とは、16 歳以上のアマチュア選手を対

象とした世界最大のアマチュア 5 人制サッカー大会です。世界規模で行われる本大会

の日本大会事務局を担当しました。日本予選優勝チームは南アフリカ・ケープタウンに

て行われる世界大会に日本代表として参加しました。 

大会名：F-CHANNEL CHAMPIONS CUP 

優勝賞金 50 万円という、アマチュア大会では破格な賞品を打ち出し、皆が優勝を目指

し熱い気持ちで戦いました。 

 

一般社団法人日本ソサイチ連盟（東京都） 

①タイトル：地域選抜による海外遠征 

開催日／期間：5 月・6 月・8 月・3 月 

場所：イタリア・スペイン・タイ 

対象：高校生／大学生／社会人 

参加者数：各遠征 12 名ずつ 

内容：高いレベルでソサイチ（7 人制サッカー）を楽しみたいプレイヤー向けに海外遠征

を実施しています。年に 4 回ほど実施しており、イングランド・スペイン・ドイツ・イタリ

ア・シンガポール・タイなどに遠征しています。参加者の多くは、高校や大学の体育

会、クラブチームで上をめざしていた選手たちです。チームとして上のレベルに進めな

かった選手なども参加してくれています。何らかの理由で一度は競技としてのサッカー

やフットサルから離れてしまったものの、「もう一度、熱い気持ちでプレーしたい」という

志を持った方々が集まります。セレクション方式で募ります。地域ごとに行うことで、選

手が集まり易い環境をつくります。 

②タイトル： シニアリーグの設立にむけての告知活動 

対象：40 歳以上 

内容：”生涯サッカー”として、ソサイチ（7 人制サッカー）のシニアリーグ開催に向けて

の告知。 

③高校や大学卒業後にサッカーに燃え尽きて、サッカーを辞めてしまう選手も多くいま

す。大人になっても海外でサッカーができる環境をつくり、これまで頑張ってきた選手を

引退させず、また復帰できるようにこのような海外遠征活動で普及を行っています。生

涯サッカーとして、シニアにもソサイチの普及を行います。定期的なリーグ戦を行うこと

で、健康維持ならびに健康寿命の促進をはかります。 

 

株式会社 アシスト（東京都） 

①タイトル：引退なし 

開催日／期間：1993 年～ 

場所：杉並区、中野区、練馬区他 

対象：幼稚園児～ママさん、シニア 

参加者数：多数 

内容：会社設立当時よりいつまでも「楽しめる」事を考え、幼稚園児から入会できるクラ

ブチームを設立し保護者も楽しめるママさんサッカーも開催してきました。 

 

日本ウォーキング・フットボール連盟（東京都） 

①タイトル：第 2 回ペンギンズカップ 

開催日：2018 年 11 月 25 日(土) 

場所：としまえんフットサルコート 

対象：ウォーキングサッカーチーム 

参加者数：約 80 名 

内容：参加 8 チームを 2 ブロックに分け総当たり予選リーグを行い、上位 4 チームで

準決勝、決勝を行った。また下位 4 チームも順位戦を行いました。小学生から 60 代の

シニア、男女、サッカー初心者経験者がみんな一緒にウォーキングサッカーを楽しみ

ました。 

②タイトル：ヴェルディ相模原ウォーキングサッカースクール 

開催期間：2018 年 9 月～現在 

場所：神奈川県相模原市北公園 

対象：高齢者、女性 

参加者数：3～10 名 

内容：毎週火曜日午前 10 時 30 分～12 時に高齢者、女性を対象に開催。準備体操、

歩くドリブル、丸くなってのパス、シュート練習などののちウォーキングサッカーのゲー

ムを行う。70 代の女性 2 名はとても楽しいとほとんど休まずに参加している。今後は

チームユニフォームをつくり対外試合をすることを目指しています。 

③タイトル：中野区妙正寺ウォーキングサッカー教室 

開催期間：2018 年 11 月～現在 

場所：中野区妙正寺グランド 

対象：女性 

参加者数：6～10 名 

内容：毎月第 2 金曜日午前 11 時～12 時 15 分、40～60 代の女性対象に開催。 

準備体操、ドリブル、キック練習ののちゲーム。小学校以来サッカーをやりたかった 60

代の女性が参加して、長年の夢が叶ったとたいへん感激して帰られました。(女性がサ

ッカーできる場がなかったそうです。）その後ご自宅でご主人、娘さん相手に練習して

いるとのことです。皆さんが友人知人を誘っていて少しずつ入会者が増えています。 

 

A.C ammaliatore（東京都） 

①タイトル：生涯スポーツへの取り組み 

開催日／期間：2018 年度 

場所：関東近郊 

対象：大学生以上 

参加者数：30 名程度 

内容：引退という言葉を使わず、高校サッカー大学サッカーが終わっても生活の中に

サッカーがある生涯スポーツの浸透を目指しています。 

 

LARGO FOOTBALL CLUB（東京都） 

①４月２１日（土）１０月２７日（土）荒川遊園グランド・ファミリーフットサルフェスティバ

ル・ゲームとイベントコーナーを設置し。年齢に関係なく当日チーム分けをしてゲーム

を行う。ゲームの無い時間はゲームコーナー（サッカーボーリング等）で遊べる。各回、

約３００名程。 

③プレーする人だけでなく応援してくれる高齢者の方も参加が出来、又、障がいを持つ

方も参加可能なイベントです。 

 

品川区フットサル連盟（東京都） 

①タイトル：第８回品川区フットサルリーグ 

開催日/場所： 

《代表者会議・表彰式》  

【日時】4/14(土)19:00～21:00(受付 18:30～)  

【会場】品川区総合体育館（会議室）  

《各カテゴリーリーグ戦》 

●トップカテゴリー実施日程 
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2018/4/15～2019/1/27（10 節のリーグ戦実施） 

●ピースカテゴリー実施日程 

2018/4/22～2018/12/2（9 節のリーグ戦実施） 

●エンジョイカテゴリー実施日程 

2018/4/15～2018/11/25（8 節のリーグ戦実施） 

期間： 2018 年 4 月 15 日 ～ 2019 年 1 月 27 日  

対象：学生からシニアまで、男子も女子もファミリーも、すべての方が参加できる 

参加者数：約５００名 

内容：品川区内在住、在勤、在学を中心で構成された当連盟組織で連帯の精神に支

えられた、思いやりと生きがいのある地域生涯フットサルの実現を目指します。学生か

らシニアまで、男子も女子もファミリーも、すべての方が参加できるチームを作れ、ロー

カルルールを設けて、リーグ戦で共にプレーできる環境を作っています。 

③当連盟の活動に賛同していただける団体様のリーグ戦への登録を募集しておりま

す。リーグ戦を通じて、すべての方の楽しんでいる姿や笑顔が見られました。 

 

トライサッカークラブ（東京都） 

①タイトル：ワンデー大会 

開催日／期間：年間通して土日 

場所：中野区 

対象：小学 1 年生～6 年生・幼児 

参加者数：50 名 

内容：5 人制のミニサッカー大会を開催しました。勝敗はありましたが、5 人制にするこ

とで誰でもボールに触る・サッカーのプレーをする。大会ですが、ルールの認識など、

サッカーの基礎を学びながら大会を運営しました。 

②タイトル：ワンデー大会 

開催日／期間：年間通して土日 

場所：中野区 

対象：小学 1 年生～6 年生・幼児 

参加者数：50 名 

内容：5 人制のミニサッカー大会を開催しました。勝敗はありましたが、5 人制にするこ

とで誰でもボールに触る・サッカーのプレーをする。大会ですが、ルールの認識など、

サッカーの基礎を学びながら大会を運営しました。 

③日々、支援の必要なこどもが多くなってきてる今日です。また親御さんが終日仕事で

こどもに習い事（サッカー）をさせてあげたくてもできない状況がある声も聞き、我々の

チームは強いチームを作るのではなく、楽しめるサッカーを目指したいとより思うように

なりました。時には学童クラブからの送迎をしてチーム講習に参加してもらう日もありま

す。こどもが興味をもってくれた時、初めてサッカーの楽しさを一緒にできることが今後

も増えていけばいいと思います。 

 

NPO 大豆戸フットボールクラブ（神奈川県） 

①タイトル：トップチーム、シニアチーム 

開催日／期間：年間を通して 

場所：横浜市港北区周辺 

対象：１８歳以上、４０歳以上 

参加者数：TOP→２０人 シニア→２０人 

内容：高校サッカー部で不満をもった選手がサッカーをする場として、トップチームに加

入してサッカーを楽しんでいる。シニアチームは、４０歳以上の子どもをもったお父さん

たちが、子育てが落ち着いた段階で再びサッカーができる場として存在しています。 

②タイトル：大人のための個サル 

開催日／期間：毎月２回 木曜日の夜 

場所：アオバスカイフィールド 

対象：社会人 

参加者数：１２人 

内容：毎週木曜日の２０時～２２時の時間で、仕事を早めに終えた社会人の選手、お

父さんたちを中心に個サルを開催しました。仕事後の一汗を流せ、満足して帰ってい

かれます。 

③上記の個サルと、会員のお父さん対象の男だらけのサッカー大会はその後の飲み

会なども含め、楽しんでいただいています。 

 

あざみ野キッカーズ（神奈川県） 

①タイトル：第３５回合宿の実施 

開催日／期間：２０１８年９月８日～９日 

場所：静岡県裾野市時之栖 

対象：あざみ野キッカーズの会員と招待チーム 

参加者数：５９人 

内容：当クラブが創部した１９８３年の翌年（１９８４年）から毎年継続している合宿で

す。今回は３５回目の記念合宿として夜は盛大な宴会もやりました。当クラブの参加者

は３５人で年代の内訳は７０代（１人）、６０代（４人）、５０代（１２人）、４０代（１３人）、３

０代（５人）でした。その他に２０年以上も継続参加してくれている２チーム（参加者２４

人）を招待しました。合宿では参加者全員が試合を堪能できるように４チームに分けて

総当たりの大会形式で実施しました。チーム分けは年齢順に振り分けてなるべく均等

な力量になるようにしました。初日の午前中に総当たりの２０分１本勝負を６試合、午

後にも同じく６試合を実施して星取り表により優勝チームの表彰をしました。２日目は

午前中のみですが４チームの総当たりで試合を堪能しました。夜の宴会も老若混じっ

てのサッカー談義で盛り上がりました。今回は３５回目の記念合宿だったので優勝チー

ムの全員に記念品が授与されました。また、参加者全員にも本人の背番号が入ったチ

ームオリジナルのシューズケースが配布されました。最後は「来年の合宿も元気に会

いましょう」と恒例の一本締めで終えました。 

 

KAZU SOCCER CLUB（神奈川県） 

タイトル：男前フットサル!! 

開催日／期間：月に１度、金曜日の夜 

場所：横浜市立市場小学校体育館 

対象：地域のみんな 

参加者数：1 回/10～20 名 

内容：子ども～大人までが集まり楽しくフットサル 

 

一般社団法人 公田サッカークラブ（神奈川県） 

①(1)タイトル：真夏の OB フェス 

開催日／期間：2018.8.11 

場所：桂台小学校 

対象：公田 SC の OB 

参加者数：20 名 

内容：OB と在団生との交流サッカーを開催しました。 

(2)タイトル：OB 初蹴りサッカー 

開催日／期間：2019.1.2 

場所：桂台中学校 

対象：公田 SC の OB 

参加者数：25 名 

内容：OB と在団生との交流サッカーを開催しました。 

②タイトル：交流会サッカー 

開催日／期間：2019.1.12 

場所：桂台小学校 

対象：公田 SC６年生 vs 桂台中学校サッカー部 

参加者数：23 名 

内容：公田 SC の OB がほとんど所属する桂台中学校サッカー部との交流戦を行いま

した。今後、引退ゼロの取り組みとして確立したルートを築いていきたい。 

③OB サッカーに参加してくれた OB が、定期的に少年チームのお手伝いに来てくれる

ようになりました。 

 

横浜かもめスポーツクラブ（神奈川県） 

①タイトル：平日フットサルスクール 

開催日／期間：毎週木曜日 

場所：横浜市立神大寺小学校 

対象：中学生～年齢制限なし 

参加者数：毎週 20 名から 30 名 

内容：毎週木曜日年代関係なくフットサルを全員で楽しんでいます。 

②タイトル：スポーツ大会（保護者参加型） 

開催日／期間：2019 年 1 月 

場所：横浜市立南神大寺小学校 

対象：小学生及び保護者 

参加者数：選手 20 名 保護者 10 名 

内容：選手と一緒にトレーニングを行いサッカーの楽しさを知ってもらいます。またこの

活動と通じてシニアチームへの加入を促しています。 

③フットサルスクールではゲームを楽しむためにコンタクトプレーを最小限に抑えるよう

にしています。特に若い選手が、年齢が上の選手をリスペクトすることを推奨している

ので笑顔が絶えない時間となっています。 

 

PLAY MAKER プロジェクト（長野県） 

①タイトル：マッチングサイト PLAY MAKER の運営 

開催日／期間：通年 

場所：インターネット上 

対象：競技を続けたい選手、指導者 

参加者数：500 名 

内容：競技を続けたい選手とチームが繋がれるサイトの運営 

②タイトル：マッチングサイト PLAY MAKER の運営 

開催日／期間：通年 

場所：インターネット上 

対象：競技を続けたい選手、指導者 

参加者数：700 名 

内容：競技を続けたい選手とチームが繋がれるサイトの運営 

③啓蒙を続けるとシニア層や一度離れてしまったんだけどまたやりたい、という選手が

一定数潜在している。本サービスを利用し、一度は就職しサッカーから離れた選手が

再び競技を始め、J リーガーとなった事例が確認された。 

 

一般社団法人筑北スポーツ振興協会（長野県） 

①タイトル：筑北スポーツクラブ活動 

開催日／期間：2017/４～ 
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場所：筑北村サッカー場、本城体育館 

対象：キッズ～高齢者 

参加者数：延べ 100 人 

内容：総合型スポーツクラブとして、サッカーを中心としたクラブ活動 

②タイトル：筑北スポーツクラブ活動 

開催日／期間：2017/４～ 

場所：筑北村サッカー場、本城体育館 

対象：キッズ～高齢者 

参加者数：延べ 100 人 

内容：総合型スポーツクラブとして、サッカーを中心としたクラブ活動。特に年一回クラ

ブ員、一般村民参加型の運動会を実施。 

③保育園巡回を午後にすることにより、年長さんが小学校の入学するため、お昼寝の

時間を無くす機会となる活動をしています。 

 

フリーダム新潟 FC（新潟県） 

①タイトル：エンジョイフットサル 

開催日／期間：毎週土曜日（44 回/年） 

場所：潟東体育館または潟東サルビアサッカー場 

対象：年齢、性別問わず 

参加者数：毎回５～20 名程度 

内容：年齢性別を問わず、参加された方々にキックターゲットや、ミニゲームなどで身

体を動かしていただいています。 

 

VIVA ENJOY FOOTBALL  ※(株)VIVA（新潟県） 

①タイトル：VIVA エンジョイフットボール 

開催日／期間：毎週金曜日 親子サッカー＆大人のサッカー 

場所：三条市栄北小学校 

対象：不問 

参加者数：親子サッカー20 名・大人のサッカー15 名  

内容：時間帯を分けて親子サッカー＆大人のサッカーを開催している。親子サッカーを

体験してサッカーが好きになり今年度で 5 名の子供が地元のチームに所属した。大人

のサッカーは今年で 25 年目を迎えました。 

③VIVA エンジョイフットボールはチームではありません。サッカーをやったことがない

親子が集まってボールを蹴っています。私は 1 人でも多くの子供がサッカーを始めて

ほしいという思いでこの活動しています。人見知りで、いきなりチームは難しい子供も

親と一緒なら元気にがんばります。もっとうまくなりたい。かっこいいところを見せたい。

でもうまくいかなくて失敗を繰り返して頑張っている子供を見てきました。その結果、今

年度で 5 人もの子供がチームに所属し頑張っています。大人のサッカーは今年で 25

年目を迎えました。25 年前とは顔ぶれも変わりましたが、週末にボールを蹴るために

日々の生活を頑張っている人がほとんどです。今親子サッカーに参加している子供た

ちがいつかこの大人のサッカーに来るまで続けていきたいと思います。 

 

パトリアーレ SABAE（福井県） 

①通年で未就学児～小学 6 年生までのスクール活動、U15・U18 チーム活動、社会人

チーム活動を実施しています。 

③2019 年度に向けて、社会人フットサルチームを設立しました。（2019 年 3 月設立） 

 

清水エスパルス（静岡県） 

①タイトル：大人サッカースクール 

開催日／期間：2018 年 4 月～2019 年 2 月 

場所：エスパルスドリームフィールド（各４施設×４０回） 

対象：１８才以上の男女 

参加者数：述べ 320 名 

内容：大人サッカースクールとして、大人になってからボールを蹴り始めた方達を対象

に（ビギナー）サッカーを楽しんでもらえる様に技術指導を含めたスクールを実施。 

会場はエスパルスドリームフィールド（静岡、清水、藤枝、駿東）４施設で年間４０回を

開催し、延べ約３２０名の参加者に楽しんで頂きました。 

②タイトル：「エスパルスウォーキングサッカー体験会」 

開催日／期間：2018 年 8 月 26 日、10 月 8 日、10/28、2019 年 2 月 24 日 

場所：エスパルスドリームフィールド各施設、他 

対象：18 歳以上の男女 

参加者数：述べ 130 名 

内容：エスパルスウォーキングサッカーの体験会は今回 4 回開催延べ約１３０名のご

参加を頂きました。参加者の年齢も幅広く、初めてサッカーを経験する方や、女性の方

にもご参加いただきました。一般の方や行政の職員（スポーツ推進室）の皆様や各地

域のスポーツ推進委員の方々にもご参加いただき、エスパルスサッカースクールのコ

ーチたちも参加者の皆様とコミュニケーションをとりながら一緒に楽しみました。体験会

では、参加者同士のコミュニケーションを図ることを目的に、ウォーミングアップ(もちろ

ん全てウォーキングで！) で雰囲気作りのアイスブレーキングを実施。数集め競争や

自己紹介ゲーム等を行い、今日初めてお会いした方同士でも気兼ねなく会話ができる

様な雰囲気作りができました。試合前には、ドリブルの仕方(通称：ペンギン歩き)、ボー

ル交換ゲーム、キックゲーム、シュート練習を参加者同士で楽しく体験していただきま

した。普段サッカーをされていない方も上手にボールを運ぶ・止める・蹴るができるよう

になり、またサッカー経験者の方が未経験の参加者にアドバイスをおくるなど、コミュニ

ケーションを取りながら楽しく行う事ができました。最後は 4 チームに分かれ総当たり 3

試合を行い、エスパルスウォーキングサッカー独自のローカルルールをつくり試合を楽

しんでいただきました。試合前には各チームで円陣を組んで気合いを入れ、いよいよ

キックオフ。「夢中になると、どうしても走ってしまう！」という声が多く、意識して歩くこと

をしないとついつい走ってしまい、「反則！ピー！(笛の音)」の連続で笑いが絶えない

試合となりました。また途中から、恒例のローカルルールを増やして試合を行いまし

た。GK を人からコーンへ変更し、各チームでゴール前にシュートが来そうな場所へコ

ーンを配置し、相手シュートがコーンに当たったら無得点「通称：ナイス！コーンキーパ

ー君！」、女性へのプレッシャー禁止といった「レディーファースト」ルールを設けると、

積極的なシュート場面が増え、また「コーンキーパー君」のナイスセーブもあり、盛り上

がりをみせました。そして今回、新！ローカルルール『オレンジカード』を導入して試合

を行いました。サッカーの世界では、「レッド・イエローカード」や「グリーンカード」は存

在しますが、我がエスパルスウォーキングサッカーでは新たな『カード』を作りました。

「レッド＆イエローカード」はあまりもらいたくないカードですが、『オレンジカード』はなん

と、もらえばもらうほど嬉しいカードなのです。カードには「グッド！スマイル！」「エンジ

ョイ！」と書かれていて、『満面の笑顔』『喜びを爆発』『仲間と歓喜』等の条件を満たせ

ば、オレンジカードをゲットできます。プレーだけではなく心から楽しんだ人には『オレン

ジカード』！ウォーキングサッカーの上級者(笑顔で楽しむ事)です！試合の合間には、

恒例の「もぐもぐタイム」と称し、お菓子をつまんだり飲み物を飲んだりしながら参加者

同士で交流ができる休憩スペースを設けました。ご自身のペースで無理なく楽しんで

体験していただけたのではないかと思います。『エスパルスウォーキングサッカー』は、

“無理なく笑顔で楽しく”をモットーとして、年齢・性別・サッカー経験問わず、参加者の

皆様全員が楽しめることを目指して今後も継続して実施していきたいと考えておりま

す。エスパルスは地域の皆様と共に、生涯スポーツの普及に取り組んでまいります。 

 

特定非営利活動法人スポーツコミュニティ磐田・ポーラスター（静岡県） 

①タイトル：みんなのフットサル広場 

開催日／期間：2018 年 4 月～2019 年 3 月 

場所：磐田スポーツ交流の里ゆめりあ 

対象：中学生、高校生以上一般 

参加者数：中学生 29 回延べ 213 人、高校生以上 24 回延べ 279 人 

内容：個人参加型フットサル、参加費 1 回 500 円 

③市内全中学校にサッカー部があるが、夏休み前の大会終了と同時に引退となってし

まうため、その後、週 1 回ではあるがボールに触れる環境を提供している。高校まで

サッカーを続ける子や、サッカー部ではなくても審判や指導のサポートに興味をもって

手伝ってくれる子も出てきたことは非常にうれしい。クラブのスタッフ不足解消の解決

策になるとありがたい。 

 

裾野西サッカースポーツ少年団（静岡県） 

①タイトル：ずっと Enjoy 引退なし 

開催日／期間：毎週土曜日 

場所：裾野西小学校グランド 

対象：少年団団員と保護者、少年団を卒団した中学生と高校生、サッカーを楽しみた

い人 

参加者数：２０〜３０名程度 

内容：毎週土曜日の夜に子供から大人までサッカーを楽しむメンバーが集まる""ゆる

サカ""練習を行っています。 

②開催日／期間：毎週金曜日 

場所：裾野西小学校グランド 

対象：少年団団員と保護者、少年団を卒団した中学生と高校生、サッカーを楽しみた

い人 

参加者数：２０〜３０名程度 

内容：毎週金曜日は自主練習としてグランドを開放して、低学年から大人まで一緒に

練習をしたり、ゲームを行いました。 

③低学年と高学年が一緒に練習をすることで、低学年は高学年のプレーを真似して一

生懸命練習したり、高学年は丁寧に低学年に教えてあげる姿が見られました。 

 

FORZA INTERNATIONAL（静岡県） 

①タイトル：プロも子供も大人もみんなで蹴ろう！フットサル大会 

開催日／期間：2018/8 

場所：名古屋 WEST 

対象：男女不当 子供から大人 

参加者数：30 

内容：ごちゃ混ぜで 4 チームに分けて対抗戦を行いました。 

 

しもあおベース（静岡県） 

①タイトル：いつでもミニサッカー 

開催日／期間：毎日 

場所：しもあおベース 

対象：年齢問わず 

参加者数：限定ナシ（毎日数人～数十人） 

内容：学年や年齢問わず集まった子供達で自由なミニサッカーを行っています。 

③タイトル：ローカルＴＶ番組でのＯＡ取材 

開催日／期間：2019 年 1 月 15 日（火）22：54 静岡第１テレビでＯＡ 
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場所：しもあおベース 

対象：遊びに来ている子供達 

参加者数：５０人位 

内容：自由に遊んでいるところを取材されました。 

 

碧フットボールクラブ（愛知県） 

①タイトル：普段の活動 

開催日／期間：年間を通して 

場所：碧南市内Ｇ 

対象：キッズ～大人（男女問わず） 

参加者数：10～20 

内容：誰でも参加出来る環境の提供 

③年齢を越えたコミュニティーの形成が出来ています。 

 

NPO 法人 GranArbol スポーツクラブ（愛知県） 

①タイトル：親子フットサル 

開催日／期間：2019 年 2 月 10 日 

場所：豊明中学校体育館 

対象：小学生とその保護者 

参加者数：５０名 

内容：親子でフットサルを楽しさや魅力に触れる場として。親子で同じスポーツを共有

する事で普段とは違うコミュニケーションが生まれます。 

 

特定非営利活動法人 JOAN スポーツクラブ（愛知県） 

①タイトル：ＪＯＡＮサッカースクール 

開催日／期間：通年 

場所：安城市内グランド 

対象：ＫＩＤＳ～小学生 

参加者数：６０名 

内容：サッカーを勝ち負けではなく遊びや楽しさを重視したスクール活動をしています。 

 

七里御浜 FC（三重県） 

①年間 2 回程度のサッカーイベント 

団体内の選手、保護者、家族を含めたサッカー大会 

対象者：男女、年代を問わない 

参加者数：全体では 40 名程度 

2018 年度に新たな活動は行いませんでした。2019 年度は何か考えて実施したいと思

います。 

③グラウンドも土ではなく、天然芝や人工芝で行うことで参加者のテンションも上がり、

また安全性も確保できると実感しました。 

 

ペルナサッカークラブ（三重県） 

①タイトル：初蹴り 

開催日／期間：1/3 

場所：三重県三重郡菰野町大羽根運動公園 

対象：60 歳～6 歳 

参加者数：約 90 人 

内容：OB、保護者、現役選手、チームにかかわる全ての人が集合してゲーム 

タイトル：菰野町サッカー祭り 

開催日／期間：4/29 

場所：三重県三重郡菰野町大羽根運動公園 

対象：60 歳～6 歳 

参加者数：約 200 人 

内容：ジュニア、ジュニアユース、ユース、トップ、Over30、Over40 と各年代ゲーム 

③毎年同じ日に活動することで、みんなが予定しやすく集まりやすいです。 

 

IGS ユニバーサルスポーツクラブ（岐阜県） 

①タイトル：IGS ジュニアサッカースクール 

開催日／期間：毎週土曜日 

場所：河川環境楽園かさだ広場 

対象：幼児、小学生 

参加者数：10～20 名 

内容：サッカースクール 

タイトル：赤い羽根チャリティ グラウンド・ゴルフ大会 

開催日／期間：年間 3 回 

場所：県内各地 

対象：50 代以上の高齢者 

参加者数：300～400 名 

内容：グラウンド・ゴルフ大会 

 

NPO 法人 BIWAKO SPORTS CLUB（滋賀県） 

①（１）世代を超えてサッカーを楽しめる機会の創出 

・「Enjoy Football Day!!」 

4 月 21 日 びわこ成蹊スポーツ大学多目的グラウンド（人工芝のフットサルコート）に

て Enjoy Football Day!!を開催致しました。内容は地域の皆さんやクラブに関わる皆さ

んがサッカーを通して交流を深め、年齢・性別関係なくサッカーを楽しみましょう！とい

うものです。集まったメンバーでルールやチームを決めてサッカーの試合を「楽しむ！」

ことを目的に開催しました。参加者は 10 名（子ども 4 名・大人 6 名）でした。 

・「クラブ初蹴り」 

2019 年 1 月 5 日 びわこ成蹊スポーツ大学多目的グラウンド（人工芝のフットサルコ

ート） 

クラブのメンバー60 名が集まり、みんなで試合を楽しみました。１つのことに夢中にな

ってピッチを走り回ることができました。 

（２）フットサルリーグの開催 

・BSC フットサルカップの開催 

12 月 1 日（土） 

びわこ成蹊スポーツ大学多目的グラウンド（人工芝のフットサルコート） 

参加者 60 名 

地域やクラブと繋がりのある 6 チームでフットサルリーグを開催しました（BSC シニア

チーム、大学教職員チーム、サッカー指導者チーム、市役所チーム、隣地域のシニア

チーム、若手指導者チーム）。参加ルールとして、女性の方がピッチに 1 名以上いるこ

とが必須というルールを設け、女性の方も参加できるようにした。フットサルを通して、

地域に住んでいる方、地域で働かれている方、地域やクラブに関わる方々が一同に集

まり、ボールひとつを追いかけながら交流を図り、繋がりを深くできる良い機会になりま

した。 

②「親子サッカー教室」 

11 月 18 日 びわこ成蹊スポーツ大学多目的グラウンド（人工芝のフットサルコート）に

て親子サッカー教室を開催致しました。内容は親子でサッカーを楽しみましょう！という

ものです。親子で協力して達成できるメニューや、親子で対戦するメニューなどで盛り

上げ、最後に試合をして親子サッカーを楽しみました。参加者は 12 名（子ども 6 名・大

人 6 名）でした。 

③地域の方々とのフットサルカップ（大会）は、ルールや設定次第で年齢性別など関係

なく、気軽に楽しむことができます。集まったメンバーがボールひとつを追いかけなが

ら、同じ時間や気持ちを共有することができ、繋がりが深くなる瞬間を感じ、スポーツの

魅力を最大限に感じることができました。 

 

北摂ユナイテッド（大阪府） 

①クラブ合同練習会として、毎週水曜日の 19:00～21:00、大阪府吹田市立第 2 中学

校のグランドにて、練習を実践しています。毎回の参加人数は現在 25 名～40 名にな

ります。カテゴリーは、26 歳～30 歳中心のトップチーム、18 歳～25 歳中心のセカンド

チーム、39 歳～49 歳のシニア 40 チームで大阪府サッカー協会と吹田市サッカー連盟

に所属して活動しています。 

②カテゴリーを追加しました。2018 年 2 月に 30 歳～39 歳を対象にしたミドルチームを

増設し、マスターズ全国予選にも出場しました。また 2018 年 11 月にシニア 50 チーム

も増設し、2019 年度より吹田市長杯シニア 50 大会に参戦します。 

③練習会では、ユース年代の 16 歳からシニア 50 年代の 57 歳までが、120 分一緒に

トレーニングしていますが、お互いに負けたくない気持ちが芽生え、それが気配りへと

変化して、楽しくコーチングしながら過ごしています。 

また、カテゴリーが増えて、18 歳から 59 歳までつながったことにより、まだまだ頑張れ

るという年代を超えた連帯感が生まれ、応援しながら競争意識も持ちつつ、試合に勝

つことの楽しさを追及できるようになりました。 

 

NPO 法人八尾大正スポーツクラブ（大阪府） 

①タイトル：親子サッカー 

開催日／期間：2017 年 5 月 2 日 

場所：大正北小学校 

対象：子どもから大人 

参加者数：３０名 

内容：親子でサッカー大会を開催しました。大人チーム同士で試合、子どもチームと大

人チームで試合、大人と子ども混合チームで試合を行いました。 

 

枚方フットボールクラブ（大阪府） 

①クラブ組織が幼稚園児年代から小学生、中学生、高校生、大人、シニア、保護者と

すべての年代で切れ目なく、年齢が上がっても活動できる環境にあり、カテゴリー間で

の交流、合同活動（クラブ申請による公式戦出場も含め）を日頃から実施しています。

とりたててそれにむけた活動という感覚ではなく日々の活動そのものが引退なしにつ

ながっているものです。 

③特筆すべきことはありませんが、クラブというからには特定のカテゴリーの強化では

なく生涯プレーできる環境（上の世代の学校へ進学してしても同じクラブで続けること

ができること）を整えることが重要と思いますし、当クラブではそれを実践しています。 

 

J Brave Football Club（大阪府） 

開催日／期間：月２回の土・日曜日 

場所：高石市高師浜人工芝グランド及び和泉市グランド 

対象：全学年+パパ 

参加者数：50 名 

内容：親子サッカーとして普段の子どもたちの活動を見て頂くほか、実際に一緒にプレ

ーをすることで全員が楽しめる環境を提供しました。 
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③親子サッカーを開催したことで、見るだけではなく家族でサッカーに興味を持ってくれ

ました。 

 

HYOGO CHANCE SV（兵庫県） 

①開催日／期間：練習日に年間を通じて 

場所：練習場所（明石市立谷八木小学校区コミュニティセンター体育館） 

対象：現会員および OG 

内容：現会員もだが、家の都合で脱会した者、引っ越したがたまに遊びに来れる者は、

だれでも参加可能とし、基本引退、退会のない考えで行っています。 

②開催日／期間：練習日に年間を通じて 

場所：練習場所（明石市立谷八木小学校区コミュニティセンター体育館） 

対象：女性なら誰でも 

参加者数：少数 

内容：会員外でも練習日その日に参加したい者がいれば受け入れて参加可能として

います。 

③自由な参加可能としていることで和やかな雰囲気ができ、みんなで楽しめています。 

 

一般社団法人 オープンゲート スポーツクラブ（兵庫県） 

①タイトル：サッカー教室 

開催日／期間：毎週水曜日および金曜日 

場所：西宮市内グラウンド 

対象：3 歳～12 歳までの児童 

参加者数：毎回 30 名前後 

内容：サッカーを通じた、習慣的運動機会の提供。運動能力向上のための指導。 

②タイトル：オプションレッスンの実施 

開催日／期間：毎週火曜日 

場所：西宮市内体育館 

対象：3 歳～12 歳までの児童 

参加者数：毎回 10 名前後 

内容：立位でのトレーニングが主となる、サッカーの補完トレーニングとして 

コーディネーションに特化したオプションレッスンを創設しました。 

③サッカーだけではなく、アウトドア活動を通じた交流イベントを実施しています。2018

年は「カヌー体験」や「収穫体験」などを実施し、児童のみならず保護者や運営スタッ

フ・親子間の交流を促し平素のサッカー活動が、より円滑になりました。また指導者や

教員を目指す、地域の学生をアシスタントコーチとして迎えプレーヤーから指導者への

好循環を目指し育成活動をスタートさせました。 

 

特定非営利活動法人神戸アスリートタウンクラブ（兵庫県） 

①タイトル：グリーンアリーナ神戸カップ U-18 フットサルフェスティバル 

開催日／期間：2018 年 8 月 9 日（木）、10 日（金） 

場所：グリーンアリーナ神戸 

対象：U-18 世代のフットサル選手、チーム 

参加者数：432 名 

内容：U-18 世代対象のフットサル大会を行っています。 

 

ウエルネス（兵庫県） 

①（１）タイトル：ウエルネスサッカークラブ 初蹴り 

開催日／期間：２０１９年１月４日 

場所：ふじしろ幼稚園園庭 

対象：在籍メンバー・保護者・卒業生 

参加者数：４０名 

内容：年に１度、卒業生が戻ってこれる機会を設ける。新年が明けて初めての活動と

いうことで、初蹴りと称し在籍メンバーと卒業生がつながる場として、交流戦やサッカー

コーナーを作成して、皆でＥｎｊｏｙしています。 

（２）タイトル：指導者の受け入れ 

開催日／期間：随時 

場所：ウエルネス 

対象：大学生以上 

参加者数：１名 

内容：当チームを卒業した大学生が指導者として、戻ってきてくれた。サッカー指導だ

けではなく、野外活動や幼児へのかかわりへも積極的に参加してくれています。 

 

玉野 Divell（岡山県） 

岡山県レディース（O-30）サッカーリーグ戦に参加。８人制の２０分ハーフの試合で、１

日に２試合行った。 

 

当新田サッカークラブ（岡山県） 

タイトル：親子・ＯＢサッカー大会 

開催日／期間：8 月、12 月、3 月 

場所：当新田サッカー場 

対象：当団体の所属選手・指導者、所属選手の家族、退団した選手など 

参加者数：約 30 名 

内容：男女問わず幅広い年代の方々に参加して頂き、主に試合形式でサッカーを通じ

て交流することを目的として行っています。 

②タイトル：懇親フットサル大会 

開催日／期間：2019 年 3 月 10 日 

場所：岡山ドーム 

対象：当団体の所属選手・指導者、所属選手の父兄 

内容：市内のチームによる懇親フットサル大会です。各ジュニアカテゴリの他に大人男

子、大人女子のカテゴリが用意されており、他チームの父兄とフットサルを通じて交流

する機会がありました。普段運動不足の保護者の方々も子どもたちの前では負けられ

ないと普段子供たちに送っている声援以上の力で頑張っていました。 

 

A-pfeile 広島（広島県） 

タイトル：アンプティサッカー全国大会参加 レオピン杯・日本選手権 

開催日/期間：レオピン杯：2013～2018 年 5 月ごろ 日本選手権：2010～2018 年 10

月・11 月ごろ 

場所：レオピン杯：大阪府 日本選手権：神奈川県 

対象：全国のアンプティサッカーチーム・関係者 

参加人数：おおよそのべ 150 人 

内容：全国のアンプティサッカーチームの公式戦が年 2 回開催されており，A-pfeile 広

島 AFC はほぼ毎年出場しています。選手の平均年齢は 40 歳代と年齢層が上がって

いるが，2018 年の日本選手権でチーム初となるベスト 4 に上り詰めた。今後も更なる

高みを目指して日々練習しています。 

 

広島市室内サッカー（広島県） 

①タイトル：男女ミックスバビーサッカー、レディースバビーサッカー 

開催日／期間：2018 年 4 月から 2019 年 3 月までのほぼ毎週土曜日の夜 19-21 時、

その他 2 週間に一度は日曜日 

場所：広島県スポーツ会館、広島サンプラザ付属体育館、広島グリーンアリーナ小アリ

ーナ、広島市西区公民館 

対象：小学校高学年～50 代までの男女 

参加者数：毎回平均約 15～20 名 

内容：従来のサッカーやフットサルより比較的身体的に負担の少ない安全なバビーサ

ッカーを通じて、年齢や性別を問わず、多くの方にプレーする場を提供しています。 

②2019 年 3 月 30 日から、基本は男性 35 歳以上の方、女性は中学生以上の方向け

に、ウルトラビギナーレベルを新たに開催しています。 

③年齢や性別、運動経験、競技経験を問わず、多くの方にそれぞれに適したプレー環

境を用意できている事かと思います。競技経験の長い方がそうでない方を嫌な顔をせ

ず受け入れて下さる雰囲気はとても良いかと思っています。 

 

アレックス サッカースクール（徳島県） 

①タイトル：新春 アレックス OB/OG 会 

開催日／期間：2019 年 1 月 3 日 

場所：沖洲グラウンド（徳島市） 

対象：クラブの OB/OG 

参加者数：１２名（OB/OG）＋１２名（現役選手、指導者） 

内容：クラブの OB/OG に集まって頂き、ミニゲームを中心に交流をしました。サッカ

ーの活動状況や現在の生活・仕事などの近況を報告しあいました。またクラブの現状

を知って貰い、今後の活動に協力を頂けるようお願いをしました。 

③ある OB は、社会人になり気軽にサッカーを楽しめる場がなくなってしまったので、

所属クラブに戻ってサッカーができることが純粋に嬉しい・楽しいと話していました。ま

た、ある OB は、子供を連れて参加してくれました。子供の数が減って、選手が集まり

にくい状況ですが、昔ながらのお付き合いを大切にすることでクラブに関わる人が増え

ることがクラブの活動を支えてくれています。 

 

特定非営利活動法人 春日イーグルス（福岡県） 

①タイトル：シニアサッカー 

開催日／期間：通年 

場所：春日市総合スポーツセンター・県営春日公園球技場 

対象：オーバー３５歳 

参加者数：４９名 

内容：日曜日の１７時からミドル年代・シニア年代が集まっての試合形式 

②タイトル：シニア国際交流試合 

開催日／期間：２０１８年９月２日（日曜日） 

場所：県営春日公園球技場 

対象：オーバー３５歳 

参加者数：４０名 

内容：香港妙田ＦＣさん（３５歳以上） 元セミプロでのプレーヤーが在籍するシニアチ

ームとの国際交流試合 

③サッカーを通じての国際交流を行うことができた。素晴らしい時間をみんなで楽しむ

ことができた。 

 

Copa Ohori（福岡県） 

②タイトル：CopaOhori(コパ大濠) 

開催日／期間：毎週水曜、日曜の 20 時〜22 時 

場所：南当仁小学校体育館 

対象：年齢問わず、初心者、経験者、男性女性問わず対象 
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参加者数：20 名〜25 名 

内容：フットサル活動 

③年齢を問わない事で色んな年代の参加者が楽しめる環境作りに従事しています。 

 

特定非営利活動法人カティオーラ（大分県） 

①タイトル：ミドルリーグ・マスターズリーグへ参加 

開催日／期間：年間を通して、ミドルリーグ日曜日開催、マスターズリーグ土曜日開

催。 

場所：大分市内グラウンド 

対象：ミドルリーグ３５歳以上、マスターズリーグ４０歳以上 

参加者数：ミドル 29 名、マスターズ 26 名 

内容：生涯年代に合ったサッカーができる環境を作り、歳を取ってもサッカー好きな大

人でリーグに参加し練習をしたり活動しています。 

 

テゲバジャーロ宮崎（宮崎県） 

①タイトル：ずっとエンジョイ 

開催日／期間：2018/4/1-2019/3/31 

場所：宮崎県全域 

対象：中学生から 

参加者数：20 名 

内容：JFL クラブで女子クラブを持っており、中学生から上は際限なく所属をしており、

練習、試合等に参加しております。 

②タイトル：ずっとエンジョイ 

開催日／期間：2018/6-2018/12 

場所：県内全域 

対象：小学生から 

参加者数：20 名 

内容：県内リーグにて、ローカルルールで認められている小学６年生からクラブ所属の

45 歳までの選手にて試合参加をしました。数試合を JFL ホーム戦の前座に組み込

み、入場も撮影もトップチーム同様に行い、事前にクラブ SNS で告知。年齢に限らず、

目標に向かうクラブとして広く知っていただく機会とし、選手も素晴らしい環境でプレー

する経験にて、充実した時間を過ごしてもらいました。 

③女子の中には J リーグなどの試合をほとんど見たことがない人が多くいるなかで、

地元クラブとの連携で互いに広く認知してもらう機会を作ることは、相乗効果があると

感じました。 

 

一般社団法人蹴－1 協会（宮崎県） 

①タイトル：蹴-1GP 

開催日／期間：2019 年３月 17 日 

場所：藤見公園陸上競技場 

対象：U-9 クラス、U-12 クラス、一般クラス（中学生から最高齢７６歳） 

参加者数：2800 名 

内容：サッカーの PK 大会 

②タイトル：蹴-1CUP 

開催日／期間：2018 年 12 月 26～28 日 

場所：藤見公園陸上競技場 

対象：U-12 クラス 

参加者数：300 名 

内容：町おこしの為の８人制サッカー大会（海外２チーム、県外３チーム、県内７チー

ム） 

③PK 大会という、運動量の少ない高齢者でも参加できる大会となっており、多くの高

齢者にご参加いただきました。 

 

一般社団法人サンビスカス沖縄（沖縄県） 

①タイトル：サンビスカス沖縄 FC 練習 

開催日／期間：毎週金曜日 

場所：美里中学校グラウンド 

対象：中学生〜社会人 

参加者数：15 名〜25 名程度 

内容：サッカーのトレーニング 
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「補欠ゼロ」活動報告 

 

札幌中央フットボールクラブ（北海道） 

①タイトル：効果的な練習試合の増加 

開催日／期間：2016 年～（毎年継続開催） 

場所：北海道郵政研修センターほか 

対象：全学年 

参加者数：対象全選手 

内容：もともと技量のある子たちを集めて作ったチームではなかったため、練習試合の

機会を増やし、必ず試合で起用するために公式戦以外の場で練習試合の回数を増や

した。一昨年度からは２チーム参戦などでベンチで待つ選手も作らないようにして最低

人員であっても試合に参加し出場機会を確保した。また２年前からは自チーム内で卒

業記念大会を実施しており、６年生であっても技量に関わらずフル出場できる機会を

設けています。 

②タイトル：複数チーム参加以外の工夫について 

開催日／期間：2018 年 9 月以降～現在 

場所：札幌市立資生館小学校、北海道郵政研修センターほか 

対象：１年生～６年生（３、４年生） 

参加者数：３年生２１名、４年生１６名 

内容：2018 年度はこれまでのチーム選手数が大幅に増員し、全学年合わせて最大 73

名の大所帯となりました。このことにより、これまでのような学年編成ごとの練習試合で

も、場所や時間帯によっては出場機会が著しく少ない選手のほか、技量のある選手で

あっても本数を確保できず、試合の場としてはないように乏しいものになってしまった

試合が何回か出てしまった。この反省から、特に人数の多い３年、４年については大

会参戦時は複数チーム参戦できるものは全て２チーム対応したが、それ以外の練習

試合などはできるだけ学年で会場を分けたり試合日を分けたりなどして、同会場で本

数が少なくなることから調整し、確実に参加した選手がフル出場できる組み合わせや

試合数を確保できるように組みました。 

③北海道特有の事情として、降雪期は体育館でのフットサルの活動が多くなるが、準

備撤収を除き、約３時間当たりのフットサルの練習試合で１試合７分１本（３時間）とし

たときに、２学年だとどうしても１０～１２本（最大８４分）が限界なのに対し、１学年でフ

ルに使うと倍の２０～２４本（最大１６８分）消化できます。技量的な組み合わせもある

が、３～４チーム編成でも５～６試合の出場が確保されます。実際の試合は１０分～１

２分だが、７分で行なうと試合の回転数もあるが、短時間でより攻撃的な展開になりが

ちで攻守の切り替えなど通常の練習の内容としても向上するメリットが多く見られまし

た。また経験年次の浅い選手が飛躍的に向上する場でもあり、チャレンジする姿勢が

随所にみられたことで結果的に公式戦の際はトップチームへ登録することになった選

手も出ました。外のサッカーで置き換えた場合、１２分１本程度で計算すれば同じ３時

間でも１５本組めた場合、１学年３チーム編成できたとしても１日５本出場が確保されま

す。１２分という設定に関しても通常の１５分～２０分からみると明らかに短いが、それ

だけ短時間の中での攻守の切り替えが多くみられると思う、こちらに関しては 2019 年

度に継続して取り組みたいです。 

 

シーガルサッカークラブ（北海道） 

タイトル：U-12 リーグ 

開催日／期間：４月～９月（合計７日間、計１４試合） 

場所：札幌市内、札幌市近郊の学校グラウンド等 

対象：小学生高学年 

参加者数：１６名 

内容：リーグ戦において登録選手全員にスターティングメンバーの経験をさせました。

試合出場時間も極端に偏ることなく、全員にチャンスを与えました。 

 

社会福祉法人 純心会 まるくこども園（青森県） 

タイトル：友情杯サッカー大会 

開催日：春季大会 平成 30 年 6 月 23 日（土） 

    秋季大会 平成 30 年 9 月 29 日（土） 

場所：十和田市陸上競技場 

対象：保育園、認定こども園を単位とする 4 歳児と 5 歳児 

参加者数：７つの施設 延べ約１５０人 

内容：１３年前、２つの施設のサッカー交流からスタートし、”補欠ゼロ”の取り組みに理

解を示した施設が５園となったときから友情杯サッカー大会としました。それから７年目

を迎えた一昨年参加施設が７園となり現在に至ります。小学校就学前に子どもの心身

の成長を一義的に考慮し、男の子、女の子、障害の有る無し、運動が得意不得意に関

わらず、１つの大会中に必ず出場機会を与える“補欠ゼロ”に賛同する施設の集合体

で企画運営するサッカー大会。勝負より交流色が強く、各施設の保育者の交流の場に

もなっています。 

②上記の同日、同会場において４歳児のみのゲームも行った。年長児と異なり、ルー

ルの理解に乏しさは感じられ、敵味方や攻めるべきゴールがわからなくなったりしなが

らも、一生懸命にボールを追いかける４歳児の姿に保護者の声援がとても温かいもの

だった。１つ年上の子への憧れもあり、サッカーに対する意欲が増し、とても意義ある

ものとなりました。 

③ある子が、誰に教わったわけでもないけど、敵味方関係なく倒れた友だちの手を取

り、何度も何度も起こしてあげる姿が目を引き、大会後に他園の保育者より伝え聞い

たときはとても嬉しかった。今後もフェアプレーを指導していきたいです。 

 

ポールスターユナイテッドスポーツクラブ（青森県） 

タイトル：ウィンタートレーニングマッチ 

開催日／期間：11 月～3 月 

場所：サッパドゥ 

対象：小学生、中学生 

参加者数：延べ 500 人 

内容：フットサルの試合 

 

SendaiForza（宮城県） 

タイトル：東北各地での大会参加 

開催日／期間：随時 

場所：東北各地域 

対象:療育手帳を持つ中学生以上の方 

参加者数:20 人〜30 人  

内容:東北各地の障害者サッカーのが主催する大会に参加している。選手の実態やサ

ッカーの技術に合わせて 3〜4 種類ならカテゴリーがある。様々なカテゴリーがあること

で、互いに切磋琢磨しながら試合を楽しむことができています。 

 

特定非営利活動法人プチユナイテッドアスリートクラブ（山形県） 

①(1)タイトル：山形県フットサルリーグ登録選手全員参加 

開催日／期間：2011 年５月～ 

場所：山形県内各地区 

対象：当クラブ山形県フットサルリーグ加盟登録選手 

参加者数：年間１２名位 

内容：当クラブで加盟している山形県フットサルリーグ参戦チームは、加盟当初から 16

歳～50歳代までの登録選手がおり、現在も同じ年齢層で加盟参戦し、全員が出場して

いる。また、発達障害者も加盟登録しているが、その者も選手として出場し活躍してい

ます。 

(2)タイトル：ＪＦＡファミリーフットサル大会参加 

開催日／期間：2015 年～ 

場所：山形県内各地区 

対象：当クラブフットサルスクール加入者及びその家族等 

参加者数：年間 40 名位 

内容：当クラブで運営する幼児から育成年代のフットサルスクールでは、健常者のみな

らず発達障害や知的障害者も加入しています。そのような環境で、全員が通常大会に

参加することが容易でないこともあり、全員が出場し楽しめる大会として、毎年開催さ

れているＪＦＡファミリーフットサルに参加することを目標として、スクール生の家族も含

めて練習もし、同大会に全員参加出場しています。 

③当クラブによる参加趣旨等を山形県フットサル委員会から承諾を得て、複数参加チ

ームの承諾など、運営側から参加しやすい環境設定を行ってもらっています。 

 

茨城県知的障がい者サッカー連盟（茨城県） 

タイトル：ホーリーフェスタ 2018 

開催日／場所： 

平成 30 年７月７日（土） ケーズデンキスタジアムサブグラウンド 

平成 30 年７月 16 日 （祝・月） ホーリーピッチ 

対象：小学生から 65 歳 

参加者数：285 名 

内容：７月７日は天気予報では台風が接近し、雨が降るということであったが、試合が

始まる頃には曇りとなり、午後になると晴れ間も見られる天気となりました。サッカー交

流大会には、フレンドリーエンジョイブロック、フレンドリーアグレッシブブロック、チャン

ピオンブロックの３ブロックに 110 名の選手が参加した。７月 16 日は朝から夏の日差し

が照りつける夏日となりました。サッカー交流大会には、フレンドリーエンジョイブロック、

フレンドリーアグレッシブブロック、チャンピオンブロックの３ブロックに 175 名の選手が

参加しました。 

②会場に黒球式熱中症指数計を設置し、30 分おきに記録を取り、状況に応じて会場

に水分補給や休憩のアナウンスを行い、参加者全員の安全管理を行いました。そうし

た取り組みにもかかわらず、7 月 16 日は熱中症様症状により５名の選手が体調不良

を訴え、本部常駐のスポーツトレーナーが応急処置などをしたが、内２名が救急車で

の救急搬送となってしまいました。この点については選手のみならず、指導者に向け

てもほほえみカップサッカーチャンピオンシップ大会の組合せ抽選会の時に指導者講

習会（指導法とルール、健康管理）を実施しました。 

 

蹴球団藤岡キッカーズ（群馬県） 

①開催日／期間：4 月～3 月 

場所：各地 

対象：3 種年代 

参加者数：100 名 
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内容：リーグ戦やカップ戦など、各種大会において、全選手が公式戦に出場できるよう

に、メンバーを入れ替えている。交流戦では、複数チームで参加し、できる限り平均に

試合出場できるようにメンバーを入れ替えています。 

③交流大会では、1 学年約 35 名の選手を 2 チームに均等に分けて参加することで、

各選手のモチベーションを上げています。公式のリーグ戦では、そのメンバーで 1 チー

ム参加し、誰でもトップチームの先発選手になれるように機会を作り、選手のモチベー

ションをあげるように工夫しています。 

 

FC REAL（埼玉県） 

①タイトル：ゼロリーグ 

開催日／期間：4 月〜3 月 

場所：埼玉県各地 

対象：小 1〜小 3 

参加者数：8〜10 チーム 

内容：年間を通したリーグ戦で全員になるべく同じ時間の試合時間を参加させることで

全員のスキルアップにつなげます。 

 

NPO 法人浦和スポーツクラブ（埼玉県） 

①タイトル：サッカー広場 

開催日：毎週月曜日と木曜日 

場所：さいたま市駒場スタジアムサブグラウンド 

対象：幼稚園生～小学校６年生 

参加者数：計 300 人 

内容：ボール遊びとミニゲームで全員参加 

 

白岡市サッカー協会（埼玉県） 

タイトル：学校対抗 中学卒業記念サッカー大会 

開催日／期間：３月１７日 

場所：白岡市総合運動公園 

対象：市内中学卒業生 

参加者数：約１００名（在校生・役員・指導者・審判・応援含む） 

内容：市内の中学卒業生なら中体連・クラブ登録にかかわらず出場できる、学校対抗

のサッカー大会。 

 

浦和グランパワーズ（埼玉県） 

①埼玉県シニアリーグ参加、選手権参加、ねんりんピック（富山大会）参加、県内グラ

ンド在籍人数５０名 試合は全員出場させています。 

 

南中野ダックス F.C.（埼玉県） 

①毎週日曜日練習（近隣リーグ参加、トップチームは 100 試合位実施した）在籍人数

30 名 試合には全員出場させています。 

②今年度は高学年（４年以上）が少ないため近隣チームと合同夏合宿を行いました。 

 

LIVRO 白岡 SoccerClub（埼玉県） 

①タイトル：各カテゴリーのリーグ戦への参加 

開催日／期間：通年・各カテゴリーによって 

場所：春日部市内グランド、羽生市内グランド、さいたま市内グランド etc 

対象：小学生～中学生 

参加者数：各カテゴリー１５名前後 

内容：各カテゴリーのリーグに参加し、複数の試合を設ける事で参加した選手全員を

出場させる時間の確保。また、チームの勝敗よりも選手それぞれの成長を重視するこ

とを参加選手の保護者様にもご理解を頂く事で、時間による選手の入れ替えにも賛同

頂いています。 

 

鶴ヶ島ブルーウィングスサッカー少年団（埼玉県） 

①タイトル：縦割りリーグ 

開催日／期間：３ヶ月に一回 

場所：小学校校庭 

対象：小学校 4～6 年生 

参加者数：約 25 名 

内容：学年を混ぜてチームを作り年間リーグを行う。4 年生が得点すると 2 点しかしキ

ャプテンが審判に申請しないと通常得点 1 点となる。この年より同点 PK 戦で勝敗にこ

だわる。 

②タイトル：縦割りリーグ 

開催日／期間：３ヶ月に一回 

場所：小学校校庭 

対象：小学校 4～6 年生 

参加者数：約 25 名 

内容：審判を 1 人制・中学生による副審など 

③学年を混ぜることにより思いやりや尊敬を養ってると思います。特別ルールによって

チームの中で作戦をたて試合に挑んでいます。長く続けているので 4 年から優勝チー

ムにいるので 6 年最後も優勝したいと張り切る選手もいます。4 年生が上手く言うこと

を聞かないと頭を抱える 6 年生もいます(笑)いろいろな経験が出来ていると思います。 

 

TODOS UNIDOS（千葉県） 

①開催日／期間：通年 

場所：千葉県柏市、松戸市、八街市、酒々井町 

対象：子供から大人まで 

参加者数：1 日 10～20 人ほど 

内容：サッカースクールやサッカー大会 

③毎月恒例の子供も大人も楽しく競える TODOS CUP は大好評です。 

 

ドリームチャレンジフットボールファン（千葉県） 

①私たちのスクールは試合中心です。コートの大小、ゴールの数を増やしたり、数的有

利不利などさまざまな形式の試合をこどもたちが会話、相談して決めています。全員

の参加時間が少しでも長くなるよう心がけています。 

 

ATLETICO 君津（千葉県） 

①タイトル：交流戦 

開催日／期間：長期休み期間 

場所：新富運動広場 

対象：中学生 

参加者数：１００名 

内容：開放的な空間の中で一日中サッカーに取り組み子供達がプレイする機会を増や

しつつ様々なチームとの関わりを持つことができました。 

 

一般社団法人行徳スワローアカデミアクラブ（千葉県） 

①タイトル：GYOTOKU Fes 

開催日／期間：2019 年 3 月 23 日・24 日 

場所：館山市出野尾多目的広場 

対象：四種年代 U-12、U-11、U-10 

参加者数：200 名 

内容：数年前から活動をしている TATEYAMA Fes を GYOUTKU fes in TATEYAMA と

して今年も活動、沖縄県・神奈川県・千葉県の各クラブと天然芝 4 面のグランドをフル

に使用し 25 分 1 本のゲームを行いました。今年は特にベンチを設けず、8 人制・9 人

制・10 人制・11 人制を対戦チームと相談し人数を合わせ、勝ち負けに拘らずひたすら

ゲームを実施、空きコートでは混合チームの編成も行い、他のクラブとの交流を行った、

夜は指導者の懇親会を実施、それぞれのクラブの持つ課題について夜遅くまで議論を

交わし親睦を深めました。 

②タイトル：市川市ジュニアサッカーフェスティバル 

開催日／期間：2018 年 9 月 22 日 

場所：千葉県市川市内各小学校（8 か所) 

対象：小学 1 年生～3 年生 

参加者数：800 名 

内容：千葉県市川市での四種年代（3 年生以下）については年に 3 回の公式戦を開催

しています。この 3 回の大会はすべて勝敗を決める大会であり、どうしても勝ち負けに

拘る傾向にあります（控えの選手がでてしまう)。そのため、昨年度の 4 月より市川市四

種委員会へ、「年に一度は勝敗に拘らない大会を開催できないのか？」と働きかけ、

昨年度は【ジュニアサッカーフェスティバル】として当日にグランドへ集まったクラブ（会

場は抽選します)で混合チームを編成しベンチに座る選手が居ない大会を開催するこ

とができました。各会場では指導者・親の指示もなく、子供たちが伸び伸びとボールを

蹴り、運び、即興の円陣を組むチームも出現、空き時間には各学校の情報を交換して

いました。このような取り組みで市川市のサッカーファミリーが出来上がっていくと思い

ます。この取り組みは 2019 年度もより良いフェスティバルになるよう精査し継続してい

きます。 

③ジュニアサッカーフェスの取り組みは保護者の皆さんも大変喜んでおり、子供たちが

いつもより楽しそう、良い表情をしている、普段より走っている、等の声が上がっていま

す。3 年生以下のカテゴリーでの勝敗は必要ないと感じたフェスとなりました。（個人的

には U-12 では勝敗全く必要ないと感じています） 

 

ApreDiver（東京都） 

①タイトル：海を汚すんじねぇカップ 

開催日／期間：年 1 回から 2 回 

場所：持ち回り 

対象：5 年生 

参加者数：100 名 

内容：江戸川区、市川市の親睦のある 6 チームで毎年行っている大会で、事前に選手

のレベルを合わせることと、出場時間が同じになる事を義務づけています。 

 

FC アンビシャス（東京都） 

①タイトル：区内各大会（5 年生教育長杯大会・3 年生大会・4 年生大会・5 年生いるカ

ップ大会・6 年生ケーブルテレビ杯大会・6 年生区長杯大会） 

開催日／期間：通年 

場所：区内グラウンド 

対象：各学年選手 

参加者数：延べ 100 名以上 

内容：区内で開催される各大会に出場し、ベンチ入りした選手（登録選手）全員出場を

しました。登録選手が多い学年は 2 チームで参加し、出場機会を増やしました。 
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②タイトル：区内 U10 育成リーグ（年間 12 試合） 

開催日／期間：2018 年 6 月 10 日〜11 月 3 日 

場所：区内グラウンド 

対象：4 年生全員 

参加者数：13 名 

内容：2018 年度から始まった区内 4 年生育成リーグに参加しました。「育成」という名

の下に、サッカー経験者、2018 年度から入部した未経験者を問わず、積極的に出場さ

せました。 

③チームによって、それぞれの考え方がありますが、「試合を観るのも経験」と言いな

がら大勢の選手がベンチ入りした風景が見受けられます。なかには試合を観ずに「砂

いじり」を始める選手も・・・。アンビシャスは常に全員出場が基本ですので、ベンチ入り

した選手全員が「自分がいつ呼ばれてもいいように、体と心の準備ができている」よう

に思います。これは集中力の持続にも役立っていると思われます。今後も「自分が主

役」になれるよう、選手全員に出場機会を与えていきたいと思います。 

 

カフリンガ東久留米（東京都） 

①タイトル：個人参加 

開催日／期間：週 3 回 

場所：ケルンチュフットサルパーク花小金井 

対象：大人 

参加者数：10～20 人 

内容：集まった人でゲームを回します。 

②タイトル：子供向けゲーム会 

開催日／期間：2018 年～ 

場所：ケルンチュフットサルパーク花小金井 

対象：子ども 

参加者数：10～20 人 

内容：集まった子供でずっとゲームを回します。 

③子どものゲーム会を毎週土日に開催。自チームの活動が無い子どもたちが集まり、

勝ち負けに関係なく試合をずっと回します。 

 

株式会社クリエイティブヘッズ（エフチャンネル・フットサルステージ）（東京都） 

①[エフチャンネル] 

タイトル：フットサル／ソサイチ／ビーチサッカー／サッカー大会 

開催日／期間：随時 

場所：関東／関西／東海／北海道 

対象：16 歳以上 

内容：当社が特に普及に力を入れているソサイチ（7 人制サッカー）は交代自由です。

しかも 11 人制に比べて、ボールのタッチが一人当たり 3.5 倍というデータもあります。

みんながピッチに立ち、みんながボールに触れる可能性がぐんと広まります。ここに補

欠はいません。当社大会の中でも、とりわけ「ソサイチ（7 人制サッカー）」は近年急速

に需要が広がり、年間 2121 大会（2017 年度実績）の大会を企画しました。ソサイチは

交代自由（レフリーに申告せずに自由に交代可能）というルールにより、交代がとても

活発に行われます。そもそも、先発と補欠という概念が存在しておらず、みんなが平等

にサッカーを楽しんでいます。 

[フットサルステージ] 

タイトル：スーパーリーグ 

開催日／期間：通年 

対象：16 歳以上 

参加者数：約 200 人 

内容：私たちは、「フットボールを楽しむ場の創造」「コミュニティの維持／創造による地

域社会の発展」「健康の増進」の 3 つを軸にフットサルのリーグ戦を開催しています。

参加しているチームも選手構成は様々です。公式戦よりも規定が厳しくなく、先発・補

欠という概念無く登録選手皆がフットサルを楽しんでいます。 

②[エフチャンネル] 

2018 年度からあらたに大会を開催している会場の所在地 

神奈川県川崎市高津区溝ノ口、神奈川県横浜市港北区北新横浜、東京都調布市、石

川県金沢市角間町、三重県鈴鹿市、大阪府吹田市、長野県木祖村 

 

一般社団法人日本ソサイチ連盟（東京都） 

①タイトル：FOOTBALL 7 SOCIETY LEAGUE 

開催日／期間：１月～11 月 

場所：関東エリア／関西エリア／東海エリア／北海道エリアのソサイチコート 

対象：大学生／社会人 

参加者数：関東リーグ 34 チーム 510 名／関西リーグ 10 チーム 150 名／ 

東海リーグ 8 チーム 120 名／北海道リーグ 4 チーム 60 名 

内容：誰でも気軽に参加できるソサイチ（7 人制サッカー）では、交代自由（レフリーに申

告せずに自由に交代可能）というルールにより、交代が活発に行われます。そもそも、

先発と補欠という概念が存在しておらず、みんなが平等にサッカーを楽しんでいます。

また、単発で終わるワンデイ大会だけではなく、年間を通じてソサイチを楽しめるよう、

一部地域においてリーグ戦を開催しています。このリーグ戦は順次、全国へ拡げてい

きます。同時にカテゴリー（年齢／性別など）も拡充していきます。 

②タイトル：FOOTBALL 7 SOCIETY LEAGUE チャンピオンズカップ 

開催日／期間：11 月 23 日～24 日(2 日間) 

場所：東京・J-SOCIETY FOOTBALL PARK 調布 

対象：大学生／社会人 

参加者数：関東・関西・東海・北海道のリーグ優勝チーム、合計７５名 

内容：関東リーグ、関西リーグ、東海リーグ、北海道リーグの優勝チームによる全国大

会を開催しました。2 日間で合計 4 試合を行うハードな日程のため、交代自由のルー

ルを生かし、チーム総力戦で登録選手全員が出場することができました。 

③日本全国にソサイチ(7 人制サッカー)ができる環境づくり。グラウンド問題、人数問題

をクリアすべく、小人数制サッカーを取り入れることにより、ソサイチができる民間の人

工芝フットサル施設の活用と、少子高齢化に向けて、11 人揃わなくても 7 人で出来る

サッカー、そしてシニアや女子にも普及し、リーグ文化を創りだしていきます。 

 

株式会社 アシスト（東京都） 

①タイトル：補欠ゼロ 

開催日／期間：1993 年～ 

場所：杉並区、中野区、練馬区他 

対象：幼稚園児～ママさん、シニア 

参加者数：多数 

内容：試合を行う際は、サッカーが上手い下手に関係なく全員が出場できるようにして

います。 

 

A.C ammaliatore（東京都） 

①タイトル：平等な経験と当事者意識 

開催日／期間：2018 年度 

場所：東京・埼玉 

対象：幼児・小学生・社会人・知的障害児 

参加者数：60 名程度 

内容：一握りの選手に限定せず参加メンバー全員に同じ環境を与え、当事者意識の植

え付け・本気の試合を継続的に行い、選手個々に意欲と充実感を与えるとともにチー

ム全体の底上げと競争意識を高める。 

 

東京都市大学付属高等学校フットサル部（東京都） 

①タイトル：自主運営大会 

開催日／期間：長期休業期間 

場所：本校グラウンド 

対象：本クラブ選手、他クラブ選手 

参加者数：100 名程度 

内容：全員出場できる自主運営大会を開催している。 

②タイトル：各種公式大会への複数チームエントリー 

開催日／期間：通年 

場所：都内各体育館 

対象：本クラブ選手 

参加者数：30 名 

内容：全員出場できるよう複数チームを登録しています。 

③本クラブ主催大会（アルママタ杯）に参加したいサッカー２種３種、フットサル２種３種

のチームはぜひお声掛けください。 

 

LARGO FOOTBALL CLUB（東京都） 

①開催日：４月１４日・５月１９日・６月１６日・７月７日・９月９日・１０月１３日・１１月１０日 

場所：荒川遊園グランド・荒川区立尾久六小学校 

内容：前半と後半で選手を入れ替えてのゲーム（人数がいる場合）約３２０名  

順位をつけたり試合結果を問わないので自由にサッカーをエンジョイできます。 

③順位や試合結果を問わないので自由にプレーさせる事が出来る。又、可能性を発

見できます。 

 

アッチ・フットボールアカデミー（東京都） 

①都電リーグ（U-8,U-10,U-11)、年間２０試合、東京都区市内、リーグ戦（ホーム＆ア

ウェー）、約 30 名程度 

②U-11 プレミアリーグ参入戦参加、年度末（未定）、東京都清瀬内山運動公園、１００

名程度 

③都電リーグ戦について＝選手全員出場（1 試合約１０分以上出場義務） 

 

品川区フットサル連盟（東京都） 

①タイトル：第４回品川区フットサルカップ 

開催日／場所： 

《品川区フットサル カップ戦 予選リーグ》  

【日時】10/ 8(月祝) 9:00～12:30(受付 8:30～)  

【会場】しながわ中央公園:多目的広場 (人工芝、ｺｰﾄ 2 面、雨天決行。)  

《品川区フットサル カップ戦 予選リーグ》  

【日時】10/20(土)12:30～16:00(受付 12:00～)  

【会場】しながわ中央公園:多目的広場 (人工芝、ｺｰﾄ 2 面、雨天決行。) 

《品川区フットサル カップ戦 決勝トーナメント》  

【日時】11/25(日) 9:00～12:30(受付 8:30～)  

【会場】しながわ中央公園:多目的広場 (人工芝、ｺｰﾄ 2 面、雨天決行。) 

《BRONZE CUP》 
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【日時】 1/13(日)12:30～16:00(受付 12:00～)  

【会場】しながわ中央公園:多目的広場 (人工芝、ｺｰﾄ 2 面、雨天決行。)  

《GOLD CUP》 

【日時】 1/20(日)16:00～21:00(受付 15:30～)  

【会場】しながわ中央公園:多目的広場 (人工芝、ｺｰﾄ 2 面、雨天決行。)  

《SILVER CUP》 

【日時】 1/27(日) 9:00～12:30(受付 8:30～)  

【会場】しながわ中央公園:多目的広場 (人工芝、ｺｰﾄ 2 面、雨天決行。)  

期間： 2018 年 10 月 8 日 ～ 2019 年 1 月 27 日  

対象：全員 

参加者数：約５００名 

内容：自由と平等を基本理念として、フットサルに親しめる環境を整備し、進んで全員

参加で大会にイベントに参加します。フットサル競技の交代が自由にできるステキな点

を活かして、上手い下手に関係なく全員が試合に参加できるよう、そういった趣旨の大

会や交流戦を毎年恒例で開いています。 

③当連盟の活動に賛同していただける団体様のカップ戦への参加を募集しております。

カテゴリー分けされた各カップ戦において、全員が大会に参加されている姿や笑顔が

見られました。 

 

リベルタサッカースクール（東京都） 

①タイトル：全員レギュラー、全員に楽しさと成長体験を 

開催日／期間：年間 3 回/各カテゴリ 

場所：各県サッカー大会、スクールにて 

対象：全会員 

参加者数：全国約 20,000 人以上 

内容：大会に限らず、スクールより全ての子ども達をレギュラーとし、同様に出場機会

を設定しています。それは、幼児スクールであっても、クラブチームであっても変わりま

せん。上手い下手関係なくサッカーを楽しんでいます。 

②タイトル：全ての子どもたちに光を 

開催日／期間：年間 3 回/各カテゴリ 

場所：各県大会会場 

対象：全会員 

参加者数：全国 20,000 人以上 

内容：大会の際、大差で全敗とならないようカテゴリとリーグの組み合わせには注意し

ています。また、敗退チームも同じ試合数出場できるよう、フレンドリーマッチを実施し

ました。 

③最後の表彰では、優勝チームだけでなく、一人ひとりに光が当たりやすいように、

「各チーム優秀選手」や「MIP」、「リベルタ賞」などを採用しています。 

 

Clube Atletico SOLUA（東京都） 

②開催日／期間：2018/5〜2 

場所：東京都立葛飾盲学校 

対象：CA SOLUA 葛飾クラブメンバー 

参加者数：3〜6 

内容：土曜日午前 9:00〜12:00 に定期的なトレーニングを行い、リーグ戦や日本選手権

に向けて活動。 

(1)開催日／期間：2018/5/4〜5 

場所：葛飾区立水元総合スポーツセンター 

対象：ロービジョンフットサルプレーヤー 

参加者数：11 名 

内容：日本ブラインドサッカー協会主催第 13 回ロービジョンフットサル日本選手権に初

出場 

(2)開催日／期間：2019／9／2 

場所：埼玉県本庄市若泉運動公園 

対象：ロービジョンフットサルプレーヤー 

参加者数：10 名 

内容：日本ブラインドサッカー協会主催東日本リーグに出場 

(3)開催日／期間：2019/10/20 

場所：筑波大学 

対象：ロービジョンフットサルプレーヤー 

参加者数：10 名 

内容：日本ブラインドサッカー協会主催東日本リーグ出場し、リーグ戦でのイベントで

観戦に訪れていた子供と交流 

(4)開催日／期間：2018/11/4 

場所：町田市立総合スポーツセンター 

対象：ロービジョンフットサルプレーヤー 

参加者数：8 名 

内容：日本ブラインドサッカー協会主催東日本リーグ出場 

(5)開催日／期間：2018/12/15 

場所：世田谷区立塚戸小学校 

対象：世田谷区立塚戸小学校、笹原小学校の児童及び矛話者 

参加者数：100 名 

内容：世田谷区立塚戸小学校において、近隣の笹原小学校の弱視学級の子どもたち

とフットサルの体験活動、塚戸小学校で、ロービジョンフットサル体験会及び講演会。 

トライサッカークラブ（東京都） 

①タイトル：ワンデー大会 

開催日／期間：年間通して土日 

場所：中野区 

対象：小学 1 年生～6 年生・幼児 

参加者数：50 名 

内容：5 人制のミニサッカー大会を開催しました。勝敗はありましたが、5 人制にするこ

とで誰でもボールに触る・サッカーのプレーをする。大会ですが、ルールの認識など、

サッカーの基礎を学びながら大会を運営しました。 

 

NPO 大豆戸フットボールクラブ（神奈川県） 

①タイトル：みんなが主役 

開催日／期間：２０１８年～２０１９年 

場所：神奈川県内 

対象：U6～U15 

参加者数：３５０人 

内容：公式戦のほかにセカンド対象のルーキーリーグ、全選手の試合出場時間を管理

して、全員が試合に同じだけ楽しめる、成長できる環境を整備しています。 

②RECCOS リーグというリーグに参加し、在籍している選手がさらにサッカーを楽しめ

る環境を整備しています。 

③プレミアリーグという全ての選手が出場するリーグの神奈川幹事をつとめ、セカンド

チームも出場し、多くの選手たちが強度の高い試合を経験し、成長しています。 

 

KAZU SOCCER CLUB（神奈川県） 

①タイトル：KANAGAWA ROOKIE LEAGUE 

開催日／期間：4 月～3 月末日 

場所：神奈川県内 

対象：U8～U12 のセカンドチーム 

参加者数：約 1,100 名 

内容：セカンドチーム対象の年間リーグを行っています。 

 

NPO 港北フットボールクラブ（神奈川県） 

①横浜市港北区大会、横浜市大会、神奈川県大会等、全ての公式戦で、参加学年の

全部員に出場機会を与える(組織創設以来の理念)。 

②組織創設以来の理念に基づく活動を引き続き継続しています。 

③全 22 名のメンバーを 11 人ずつ 2 チームに分け、6 試合ある予選リーグを各チーム

3 試合ずつ体験させた。常にベストメンバーを組んでくる他チームと違い、当方は戦力

を均等に 2 分割したため苦しい戦いとなったが、全員がくまなく健闘してその大会の決

勝トーナメント進出を果たしました。 

 

一般社団法人 公田サッカークラブ（神奈川県） 

①タイトル：公田カップ(1 年生の部～6 年生の部) 

開催日／期間：2018 年 12 月～2 月 

場所：桂台小学校、桂台中学校 

対象：１年生～６年生の６カテゴリ 

参加者数：500 

内容：補欠ゼロを大会規定に記載した主催大会。 

選手は全試合に出場します。工夫として３ピリオド制を導入し 1P と 2P では選手を全員

交代します。 

タイトル：通年を通した取り組み 

参加者数：公田 SC 所属選手 86 名 

内容：・大会エントリーは、可能な限り複数エントリーする。 

・通年を通して、皆が同じ数の試合経験を積めるようにリーグ戦にエントリーしています。 

・遠征に行けば必ず試合に出場します。 

②タイトル：俺っちのアイデアカップ 

開催日／期間：2019.2.11 

場所：庄戸蔵人 

対象：U-10 

参加者数：85 

内容：補欠ゼロを大会規定に記載した主催大会。更に、コーチの指示なし自分たちが

自分たちでメンバー選考から交代タイミング全てを行う大会として開催しています。 

③補欠ゼロを大会規定にしてしまえば、それが当たり前になります。 

 

横浜 F・マリノス（神奈川県） 

タイトル：しょうがいしゃサッカー教室 

開催日／期間：1999 年～2017 年 

場所：横浜、横須賀市内 各種支援学校等  

対象：小学生～高校生 

参加者数：1217 人 

内容：体を動かす楽しさやボールと一緒に動くこと 

②タイトル：県未病サッカー教室 

開催日／期間：2018 年 6 月～12 月 

場所：横浜、大和市内 

対象：お孫さん（小学校１年生～４年生まで）と高齢者（65 歳以上）の２名１組 
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参加者数：381 人 

内容：サッカーを通じて頭と身体を使う運動をお孫さんと一緒に行う 

③横浜 F・マリノスフトゥーロ 横浜市社会人リーグ参戦 2 位 

社会人のチーム相手でも堂々と試合をしていてあきらめない姿にとても感動しました。

2019 年度も横浜市社会人リーグに参加予定しています。 

 

横浜かもめスポーツクラブ（神奈川県） 

①タイトル：かもめチャレンジカップ 

開催日／期間：2019 年 1 月開催 

場所：横浜市立松本中学校 

対象：公式戦に出場機会の少ない選手 

参加者数：12 チーム参加 

内容：公式戦に出場機会のない選手を対象にチャレンジカップという名目で積極的に

チャレンジする機会を提供しています。 

③年間を通じて公式戦に出場が少ない選手を対象にしたリーグへ参戦していますまた、

区で開催されるリーグ戦は均等に力を分けて出場することにより自信をもってプレーす

る選手が多く出てきました。 

 

公益財団法人横浜 YMCA サッカークラス（神奈川県） 

①タイトル：YMCA カップ 

開催日／期間：学期に 1 回程度 

場所：不定期 

対象：小学校 1 年生～6 年生 

参加者数：515 名 

内容：年に３回実施されるサッカー大会 YMCA カップの実施。YMCA カップとは横浜

YMCA 各スクールの参加者が一堂に集まる大会です。参加したい選手は実力なども

関係なくだれでも参加でき、参加した選手は平等に試合に出場する機会があります。

なるべく多くの選手が試合を経験できるように大会の参加人数によって大会のレギュ

レーションなども変更しています（通常 8 人制で行っているところを、コート数を増やし、

6 人制などにしてたくさん試合の場を与えられるようにする）。また、大会では優勝・準

優勝だけではなく、個人賞としてフェアプレー賞というものを設けています。これは

YMCA が試合の勝敗よりも大切にしているフェアプレーの精神を大切にしている。実践

している選手を表彰する賞となります。 

③参加した選手に出場機会があるため、選手及び保護者の充実度と達成感が上がっ

た。また継続的に参加している選手はモチベーションも上がり、日頃の練習を意欲的

に行う姿が見られました。 

 

PLAY MAKER プロジェクト（長野県） 

①タイトル：マッチングサイト PLAY MAKER の運営 

開催日／期間：通年 

場所：インターネット上 

対象：競技を続けたい選手、指導者 

参加者数：500 名 

内容：競技を続けたい選手とチームが繋がれるサイトの運営 

②タイトル：マッチングサイト PLAY MAKER の運営 

開催日／期間：通年 

場所：インターネット上 

対象：競技を続けたい選手、指導者 

参加者数：500 名 

内容：競技を続けたい選手とチームが繋がれるサイトの運営 

 

一般社団法人筑北スポーツ振興協会（長野県） 

②タイトル：筑北 SC（サッカーチーム） 

開催日／期間：2017/4～ 

場所：筑北村サッカー場 

対象：小学生～中学生 

参加者数：60 

内容：小学生、中学生のサッカーチーム活動 

③選手たちを各学校まで向かいにいき、練習前にクラブハウスで勉強をさせる時間を

確保する。保護者の送迎の軽減と選手の練習後の生活リズムが整うようにしています。 

 

フリーダム新潟 FC（新潟県） 

①タイトル：補欠ゼロ 

開催日／期間：年間 

場所：各試合会場 

対象：小学生、中学生 

参加者数：20～30 名 

内容：公式戦も含め、参加した児童・生徒は公式戦・練習試合に関わらず、どんな試合

でも参加者が試合に出場しています。 

③参加者全員が参加するため、パフォーマンスは安定せず負ける試合もありますが、

負けた試合から学ぶことも重要であることを児童・生徒には伝えています。県のトップ

で戦ったこともありますが、当時より現在の方が、児童生徒が卒団してからもサッカー

を続けてくれるようになりました。そして、時々卒団性が遊びに来てくれます。 

 

見附小学校サッカークラブ（新潟県） 

①(1)タイトル：見附サッカーフェスティバル大会 

開催日／期間：2018 年 6 月 9 日（日）/1 日 

場所：元町運動公園 

対象：小学 1 年生～6 年生 

参加者数：120 人 

内容：グラスルーツ「補欠ゼロ」 

＊サッカーの実践を通して、技術の向上と親善交流を図るとともに青少年の健全育成

を目的とする。 

(2)タイトル：見附市ロータリーサッカー大会 

開催日／期間：2018 年 10 月 13 日（土）/1 日 

場所：元町運動公園 

対象：小学 1 年生～6 年生 

参加者数：120 人 

内容：グラスルーツ「補欠ゼロ」 

＊全選手が試合に出場する事により、自分で考え・判断し行動できる力を養う事で、自

らの未来へと繋ぎます。 

(3)タイトル：見附市フットサルフェスティバル大会（小学生の部） 

開催日／期間：2018 年 12 月 2 日（日）/1 日 

場所：見附市総合体育館 

対象：小学 1 年生～6 年生 

参加者数：120 人 

内容：グラスルーツ 『補欠ゼロ宣言！ 感謝をゴールへ！』 

 (ⅰ)全選手出場・補欠ゼロ！により子供達の挑戦する心を育てる。 

 (ⅱ)今年 1 年間、色んな方への感謝の気持ちを込めてゴールを目指す。 

③グラスルーツ「補欠ゼロ」の大会 

リーグ戦を行い、全選手が参加できるチャンスを与える事。又、場合によっては、リー

グ戦後、順位決定戦を行う事で、子供達の心に火を灯すのもよろしいかと思います。

大会後、必ず、他チームのコーチ・選手・親御さんへヒアリングを行い、感想をまとめ、

次の大会へ活かす事をお勧め致します。 

 

パトリアーレ SABAE（福井県） 

①公式戦がある日には必ず B 戦や TM を組んで、試合日に参加した選手は必ず試合

の経験が出来るようにしています。 

 

清水エスパルス（静岡県） 

①タイトル：「スクール交流戦」「スクールチャレンジカップ」等 

開催日／期間：2018 年 4 月～2019 年 2 月 

場所：エスパルスドリームフィールド各施設（５施設） 

対象：小学１年～６年生 

参加者数：延べ約 600 名 

内容：サッカースクール生対象の交流戦や１ＤＡＹ大会を年間１５回開催しました。参加

する選手全員が同じ時間ピッチでプレーすることで、選手同士（学年差や技術差があ

る）の助け合いや思いやる気持ちが自然と芽生えて、選手自身の成長が感じ取れます。 

 

特定非営利活動法人スポーツコミュニティ磐田・ポーラスター（静岡県） 

①タイトル：全員試合出場 

開催日／期間：2018 年 4 月～2019 年 3 月 

場所：地域大会会場 

対象：FC ポーラスター磐田(小学 1～6 年生) 

参加者数：80 人 

内容：公式戦、練習試合の区別なく全員を試合出場することをコーチ全員で共有。人

数が多い学年もいるが、基本的には一番多い出場時間の選手の半分の時間は最低

確保することを共有している。例えば、20 分ハーフゲームでフルタイム 40 分出場した

選手がいる場合は、少ない出場時間の選手でも最低 20 分は出場させています。 

②タイトル：審判なしの U-8 ミニサッカー交流マッチ 

開催日／期間：2018 年 5 月～1 月 年間 5 回 

場所：磐田スポーツ交流の里ゆめりあ 

対象：小学 2 年生以下 

参加者数：延べ 480 人 

内容：以前から継続していた活動を「審判無し」移行しました。時間のコントロールのみ

本部の大人がするのみで試合のはじめから終わりまで子ども達で試合を進めます。選

手全員を出場するルールも追加し、2019 年度からはタイトルにも「みんな Play！」を盛

り込み、全員出場をもっと訴求するイベントとしたいです。 

③全員出場することでチーム力全体が向上するのを毎年実感。しかしながら我々には

当たり前の「全員出場」が、地域の指導者や保護者には「全員出場」は浸透していない

ので、啓発活動の意味でも大会形式のイベント開催を計画していきます。 

 

裾野西サッカースポーツ少年団（静岡県） 

①タイトル：補欠ゼロ 全員プレー 

開催日／期間：全学年プレイヤーズファースト交流戦 月１回 

場所：裾野西小学校 

対象：全学年 

参加者数：３０〜６０名（２チームから６チームで開催） 
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内容：全て子供達が考えて行う、プレイヤーズファースト交流戦を月１回ペースで開催

しました。また、地域で同じ活動をしている招待試合にも参加して、子供達が自分たち

で考えながら楽しくサッカーを楽しむ環境作りをしてきました。指導者はベンチに入らず、

戦術、メンバー交代、試合の準備も全て子供達だけで行います。この交流戦では、指

導者と保護者は子供達の考えをリスペクトして、声掛け、指示やコーチング、プレイの

否定は一切禁止行いません。子供たちはポジションを固定せず、全てのポジションを

練習します。そして練習したポジションを試合で実践します。試合終了後、子供たちは

試合の反省点を話し合い、次の目標設定を行います。指導者は、子供たちの考えを尊

重し、子供たちが決めた目標設定に対するアドバイスを行います。チャレンジしたこと

に対する失敗はチーム内で決して責めない様に指導しています。指導者は子供たちに

何度でもチャレンジする機会を与えるようにしています。ベンチにいる選手は、ピッチで

プレーしている選手と一丸となって何ができるか考えます。指導者は直接プレーの指

示をせず、ベンチにいる子供たちが自分たちで修正点を伝えるように指導しています。 

②プレーヤーズファーストの回数を増やして、保護者にもプライヤーズファースの目的

を広めていきました。 

③サッカー以外でも自分たちで考えて行動する子供達が増えてきました。 

 

Club Atletico AICHI（愛知県） 

③全員を試合に出場させているので、サッカーが嫌いになったと言って退会した選手

が一人もいない。逆に全員を出すので、レベル的に追いつかない選手が試合結果を

下げてしまうこともあり、結果のみを求める保護者には賛同してもらえず他のチームへ

移籍していった選手も数名いました。 

 

碧フットボールクラブ（愛知県） 

①タイトル：普段の活動 

開催日／期間：年間を通して 

場所：碧南市内Ｇ 

対象：小・中学生（男女問わず） 

参加者数：15 人程度 

内容：全員が試合に出場できる人数での活動 

③学年、カテゴリ毎に定員を設け全員が試合に出れる人数での活動をしています。 

 

NPO 法人 GranArbol スポーツクラブ（愛知県） 

①タイトル：チャリティーフットサル大会（U-12・U-15） 

開催日／期間：2018 年 8 月 11 日 

場所：WING FUTSAL CLUB 

対象：小学生・中学生 

参加者数：150 人 

内容：小学生、中学生を対象とした交流大会を行っています。 

 

一般社団法人 AVANCO（愛知県） 

①リーグ戦などを利用して、空いている時間に TM を組み、選手達全員が出場できる

形を作っています。 

②自チーム主催の CUP 戦を行い、試合数の確保に取り組みました。 

 

特定非営利活動法人 JOAN スポーツクラブ（愛知県） 

①タイトル：ＦＣＪＯＡＮ 

開催日／期間：通年 

場所：愛知県内各会場 

対象：小学生 

参加者数：１２名 

内容：毎試合、全ての子どもが出場できるようにしています。 

 

Luciro Football Club（愛知県） 

①タイトル：公式戦出場 

開催日／期間：2009 年〜現在 

場所：愛知県東尾張地区 

対象：U12 以下 

参加者数：毎年 16 名程度 

内容：公式戦出場において、選手全員に出場機会を与えています。 

②タイトル：フットサル大会 

開催日／期間：2018 年度 

場所：ウイングフットサルクラブ 

対象：U8 以下 

参加者数：10 名程度 

内容：年間を通した前期と後期のフットサルリーグに参加し、前半と後半のメンバーを

総入れ替えして戦いました。 

③補欠ゼロは選手のモチベーションを上げ、チームの底上げになります。 

 

豊田竜神 FC1977（愛知県） 

①毎月試合を実施し、参加選手を全員出場させている。また、公式戦にはできる限り

複数チームをエントリーして、より多くの出場時間が確保できるようにしています。 

③20 分ハーフの試合だった場合、5 分程度では出場させたと認めない。少なくとも 10

分以上はプレーさせる。15 分ハーフなどに試合時間が短い公式戦の場合、時間の許

す限り練習試合を設定して試合出場経験を増やすようにしています。 

 

七里御浜 FC（三重県） 

①団体をスクール、スポーツ少年団、クラブチームとして活動しています。年間 3 回～6

回程度の団体内でのサッカー大会を実施し Enjoy が中心のスクール生にも試合を楽し

んでもらう環境を提供しています。各カテゴリーで活動に適した試合環境を提供するこ

とで可能な限り補欠ゼロを目指して活動しています。 

③クラブチームだけの環境ですと、特に U-12 カテゴリにおいてトレーニングマッチ以外

の公式戦、招待試合ではメンバーがある程度固定されてしまう傾向にあると思います。

人数が多い団体では、団体内だけでの年間を通してのリーグ戦を地域対抗や学校対

抗というようなチーム分けで実施することで技術の高い選りすぐりのメンバーではなく、

選手の一体感は保ちながらかつ補欠ゼロのサッカーが実現できました。言うなれば学

校のクラス対抗リレーのような感じです。 

 

ペルナサッカークラブ（三重県） 

①タイトル：Jogo com PERNA 

開催日／期間：月 1 回程度 

場所：三重県三重郡菰野町大羽根運動公園 

対象：U-15～6 

参加者数：平均 150 人/日 

内容：順位を付けず、勝敗にこだわらないで、より多くのプレー機会を提供する大会

（当然全員出場） 

③大会参加チームは全て趣旨に賛同しており、多くのプレー時間が確保されます。 

 

岐南サッカースポーツ少年団（岐阜県） 

①(1)タイトル：フジパン Jr サッカー大会 岐阜地区予選 

開催日／期間：４月 30 日 

場所：各務原フェニックス 

対象：U-12 

参加者数：10 名 

内容：八木山１－０で負け 那加 23 7－0 で負け 前後半で選手全員出場しました。 

(2)タイトル：日韓友好親善サッカー交流大会 

開催日／期間：5 月 3～4 日 

場所：岐阜メモリアルセンター 長良川競技場 

対象：U-12 

参加者数：13 名 

内容：11人制での試合でした。5年生のも参加しました。韓国チーム等と対戦しました。 

前後半で、全員出場しました。 

(3)タイトル：南部 SS 招待サッカー 

開催日／期間：7 月 14～15 日 

場所：羽島市 長良川競技場 

対象：U-12 

参加者数：10 名 

内容：2 日間に渡り予選・順位トーナメントに参加しました。 前後半で全員出場しまし

た。 

(4)タイトル：岐工 OB フェスティバル 

開催日／期間：7 月 28～29 日 

場所：笠松町 江川グランド外 

対象：U11～12 

参加者数：24 名 

内容：炎天下で熱中症の選手が出るような大会になってしまいました。 

(5)タイトル：常滑サッカーフェスティバル 

開催日／期間：8 月 4～5 日 

場所：常滑市 青海グランド 

対象：U-12  

参加者数：10 名 

内容：2 日間に渡り予選・順位トーナメントに参加しました。 前後半で全員出場しまし

た。 

(6)タイトル：ハートランスカップサッカー大会 

開催日／期間：8 月 4～5 日 

場所：笠松町 江川グランド  

対象：U-11 

参加者数：10 名 

内容：8 人制による予選・順位トーナメントを行いまた。前後半で全員出場しました。 

(7)タイトル：イビコン・クリーン杯 

開催日／期間：9 月 8～9 日 

場所：大垣市 杭瀬川グランド 

対象：U-11 

参加者数：10 名 

内容：8 人制による予選・順位トーナメントを行いまた。前後半で全員出場しました。 

(8)タイトル：岐阜県選手権岐阜地区一次予選 

開催日／期間：9 月 30 日 
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場所：各務原市 フェニックス 

対象：U-12 

参加者数：12 名 

内容：予選リーグ 3 試合 3 試合とも前後半で全員出場しました。 

(9)タイトル：羽島郡大会 

開催日／期間：11 月 3 日 

場所：笠松 フットボールセンター 

対象：全学年 

参加者数：32 名 

内容：全学年全員出場しました。 

(10)タイトル：岐南杯 U-11 大会 

開催日／期間：11 月 26 日 

場所：岐南町民グランド 

対象：U-11 

参加者数：10 名 

内容：予選順位決定戦方式で大会 各試合とも前後半で全員出場しました。 

(11)タイトル：真正カップ 

開催日／期間：12 月 8 日 

場所：真正グランド 

対象：U-12  

参加者数：10 名 

内容：8 チームのトーナメントの大会、各試合において前後半で全員出場。 

 

NPO 法人 BIWAKO SPORTS CLUB（滋賀県） 

①「人数が多い学年は 2 チームで出場するなどの工夫をする」 

「たくさんの選手が試合経験を積めるように配慮する、また試合数の確保に努める」ジ

ュニアユースチーム（BSC JY）は各学年 20 名ずつ在籍しております。練習試合では全

員がほぼ同じ時間に出場できるように努めています。 

また公式戦では大会ごとに位置づけをして公式戦になかなか出場できない 3 年生の

選手にも出場してもらえるよう心掛けています。 

 

AC.gloria（京都府） 

①開催日／期間：年間通して 

場所：各 TR.G 

対象：全学年 

参加者数：全員 

内容：各カテゴリーの TR.G に全員が出場する。出場時間の管理をする。 

②自チームが優先して使えるグランドが出来たので、そこで定期的に自チーム主催の

交流戦を行い、全員出場や公式戦に出場時間の少ない選手を長い時間試合に出られ

る機会を与えています。 

 

北摂ユナイテッド（大阪府） 

①すべての選手のために、懇親会や表彰式で、コミュニケーションを図っています。特

に試合に出ていない選手が、出ている選手にエールを送れるように、チームとしての

意識を高められる活動をしています。 

②2018 年から、サッカーのキャリアカウンセリングを本格的に開始しました。プロになり

たい選手や、プロを引退して選手に対して、ヒアリングからどのような道筋で組み立て

れば現実化するかについて、時間をかけて話をしています。 

③サッカーに関わる仕事をしたい選手は多いですが、実際の職種は少なくて、選手、

指導、審判、運営に限られてしまいますが、業態を開発することで、いろいろな職種が

生まれる可能性はまだまだ秘められています。 

 

NPO 法人八尾大正スポーツクラブ（大阪府） 

①タイトル：クローバーカップ 

開催日／期間：年間 

場所：大正北小学校 

対象：小学生 

参加者数：２０名程度 

内容：チーム主催のサッカー大会で子どもが必ず試合に出場することができるようにし

ました。人数が多く参加した際に、自チームの出場チームを２チームにして、補欠ゼロ

を行いました。前半に出場した選手は必ず、後半に出場することを徹底して行いました。 

 

枚方フットボールクラブ（大阪府） 

①クラブの理念が『クラブに関わる全ての人が今ここにいて幸せと感じるクラブを目指

す』ことですのでセレクションせず、入部した人、その関係者（家族、OB、指導者等）が

サッカーを通じて幸せにすごせることを目標としております。一部のカテゴリーの公式

戦では勝負を求めて出場機会の少ない選手もでてきますが、リーグ戦や地域の公式

戦等ではすべての選手に出場機会を与えています。 

②クラブ理念に基づいた活動ができているか、毎月のスタッフ全体会議で確認しあい、

スタッフ間でのベクトル合わせを行っています。 

 

J Brave Football Club（大阪府） 

①タイトル：全員サッカー 

開催日／期間：通年 

場所：泉北地区 

対象：全学年 

参加者数：120 名 

内容：年間を通して試合ごとに全員が必ず出場。 

③補欠がないことで全員が試合のための練習に取り組む意識が高くなりました。 

 

PLUCK FC（大阪府） 

①協会のリーグ戦だけでなく、大阪市のリーグ戦にも積極的に参加。それだけでなくフ

ットサルの大会にも参加。公式戦を全員が戦うことで、普段のモチベーションも高くなっ

ています。 

②フットサルの大会にも積極的に参加しています。全員がスタメンでフル出場したでき

るようにしています。 

 

HYOGO CHANCE SV（兵庫県） 

①開催日／期間：毎試合 

場所：試合会場 

対象：会員全員 

内容：どの試合も全員、交代して出場できるようにしています。 

③試合毎に、全員で話し合って、出場について決めています。 

 

特定非営利活動法人神戸アスリートタウンクラブ（兵庫県） 

①タイトル：グリーンアリーナ神戸カップフットサルフェスティバル 

開催日／期間：全国大会 2018 年 11 月 4 日（日） 

場所：グリーンアリーナ神戸 

対象：U-12、U-18 女子、オーバー35、45 世代のフットサル選手、チーム 

参加者数：960 名 

内容：多様な世代を対象とするフットサル大会。東名阪で予選大会を開催しました。 

 

ウエルネス（兵庫県） 

①タイトル：ウエルネスフェスティバル 

開催日／期間：１月２７日（日） 

場所：Ｊ-green 堺 

対象：年長 

参加者数：200 名 

内容：複数面のコートを作成し、大勢の子どもたちが、試合機会を得られるように実施

しました。 

③あまり積極的ではない子どもに対しても、その気持ちを受け止めつつ、子どもたちの

できているところを探してアプローチしました。その結果、自信を持ち、最後には子ども

が率先してプレーに参加することができました。サッカーを無理やりさせるのではなく、

プレーしたくなる仕掛け、かかわりがよかったのだと思います。 

 

すごう SC（岡山県） 

①タイトル：全選手試合出場 

開催日／期間：各試合日 

場所：各試合会場 

対象：全学年 

参加者数：30 名 

内容：当チームでは、どの試合でも選手全員が試合に出場出来るように選手交替を工

夫しています。 

③公式戦では 2 試合を 1 試合と考えて選手交替を行っている。様々なレベルの選手が

助け合いながら勝利を目指しています。レベルの高い選手がそうでない選手にポジテ

ィブな声かけを行えるようになってきています。 

 

当新田サッカークラブ（岡山県） 

①タイトル：出場機会の均等 

開催日／期間：通年 

対象：全所属選手 

内容：年間を通して選手の出場機会が均等になるようにトレーニングマッチ等による調

整を行っています。 

②タイトル：出場時間の均等 

開催日／期間：通年 

対象：全所属選手 

内容：これまで年間を通して選手の出場機会が均等になるように取り組んでいました

が、さらに出場時間も出来る限り均等になるようにトレーニングマッチ等による調整を

行っています。 

 

キッズフィールド 高松（香川県） 

①タイトル：補欠 0 

開催日／期間：4 月〜3 月 

場所：香川県内外 

対象：小学生 

参加者数：90 名ほど 

内容：各種別の大会やリーグ戦などで、試合を経験させる。 
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③いつもベンチの選手でも、勝負のかかる試合に出場させる事で、信頼や自信を持た

せています。 

 

アレックス サッカースクール（徳島県） 

①タイトル：U-7 キッズ 

開催日／期間：2018 年 11 月 17 日 

場所：シーサイドフットサル徳島（徳島市） 

対象：U-7 

参加者数：７名 

内容：U-7 の６人制の大会に参加をしました。サッカー歴・年齢・男女の区別なく、全員

が平等にサッカーを楽しみました。大人が勝ち負けにこだわらずに、子供達がのびの

びとサッカーを楽しめるよう、指導者・保護者が協力して子供達をサポートしました。 

 

特定非営利活動法人 春日イーグルス（福岡県） 

①タイトル：キッズフェスタ 

開催日／期間：年３回/６月・９月・２月 

場所：白水大池公園多目的広場（天然芝） 

対象：年長～小学３年生の男女 

参加者数：１大会３００名 

内容：補欠なしでの年代別交流試合 

タイトル：E リーグ（クラブ内リーグ及びカップ戦） 

開催日／期間：リーグ；前期・後期リーグ カップ戦；年３回 

場所：春日市総合スポーツセンター・白水大池公園多目的広場 

対象；小学４年生～６年生男女 

参加者数：３００名 

内容：レベルを３つに分け、１チーム１２名～１４名で 8 対 8 の試合においてローカルル

ールを設定しながら、それぞれのレベルで試合を楽しむことが出来るリーグ及びカップ

戦を開催しました。 

②3 月 9 日（土）TOP の選手で、離島の小学校に勤務しているその離島の子どもたち

（２年生～６年生）を招いての大会（６チームトーナメント戦）を実施し交流を深めること

ができました。 

③離島の子ども達に初めてサッカーの試合をする機会を創出することができました。 

 

FORTE Football Academy（福岡県） 

①タイトル：FORTE カップ U８～U15 

開催日／期間 2018 年４月～2019 年３月 

場所：直方東小学校 G ほか 

対象：U8～15 

参加者数：1200 名 

内容：クラブ主催の年代別大会。５人制（U8～U9)、８人制（U10～12）、１１人制（U13～

U15）。複数チームを出場させることで、全選手の出場機会を作っています。 

②タイトル：FORTE フットサルカップ 

開催日／期間 2019 年２月 16 日（日） 

場所：光陵アリーナ 

対象：U12 

参加者数：100 名 

内容：クラブ主催の U12 年代フットサル大会。再交代制を活用し、全選手の出場機会

を作っています。 

③クラブ主催の年代別大会を開き、2 チーム参加を行うことや再交代制を積極的に活

用することによって全選手を大会出場させることができました。そのことによって、選手

のプレー意欲はもちろん、技術・判断のレベルアップも行うことができています。 

 

Copa Ohori（福岡県） 

②タイトル：CopaOhori(コパ大濠) 

開催日／期間：毎週水曜、日曜の 20 時〜22 時 

場所：南当仁小学校体育館 

対象：年齢、初心者、経験者、男性女性問わず全員対象 

参加者数：20 名〜25 名 

内容：フットサル 

③経験者クラス、初心者&女性クラスとクラス分けすることにより皆が楽しめる活動を

開催しています。 

 

ソルニーニョ FC（佐賀県） 

①試合に参加した選手は出来るだけ均等に近い形で、試合に出場させている 

②タイトル：全員出場 

開催日／期間：2018/4〜2018/10 

場所：佐賀県内各地 

対象：U-12 

参加者数：21 人 

内容：人数が多い学年で、登録数が限られている事もあり、チームを２チームエントリ

ーしてからリーグ戦、全日本少年サッカー大会に出場し、全員を出場させることができ

ました。 

 

 

よこおスポーツクラブ ゴラッソ横尾（長崎県） 

①(1)タイトル：平等に機会創出＆全員出場＆選手主体 

開催日／期間：通年 

場所：長崎市立横尾小学校体育館 

対象：クラブ選手全員 

参加者数：30 名 

内容：全学年男女問わず、全員が試合できる環境を、大人ができる限り設定する。（練

習試合を組む、様々なカテゴリーの大会に出場する etc）学年やスキルに応じてカテゴ

リーを複数設けて、試合ができるようにしている。試合当日はメンバー交代（全員出場

が大前提）、振り返りやウォーミングアップ、捕食など、出来るだけこども達主体で行っ

ています。指導者は助言に留め、自分たちで解決策を考えることを大切にしています。 

(2)タイトル：女子選手の試合機会創出 

開催日／期間：通年 

場所：①島原復興アリーナ、②西海橋グランド、③長崎市立横尾小学校、④トランス・

コスモススタジアム 

対象：女子選手 

参加者数：10 名 

内容：あまり機会のない女子選手の試合等、機会を創出している。①県フットサル連盟

主催の女子フットサル大会に単独チームとして出場したり、②近隣サッカークラブ主催

のカップ戦に女子チームとして参加したり（U-10 のカテゴリーに U-12 女子で出場：同

じくらいのチーム力となるよう配慮）③人数が不足した場合は、合同チームや男子選手

の助っ人を認めながら、努めて女子同士の試合を設定し行ったり、④女子サッカー普

及のためのなでしこジャパンのサッカー教室参加＆なでしこジャパンの試合観戦する

などしています。普段は男子と混じって試合を行うことがほとんどであるが、女子同士

となると、プレーや試合に臨む姿勢、意気込みが一段と高まりを感じ、このような機会

は女子選手にとって極めて重要と考える。男女問わず、今後も平等に機会を創出して

いきます。 

②タイトル：ファミリーフットサル＆リズムトレーニング 

開催日／期間：通年 

場所：長崎市立横尾小学校体育館 

対象：クラブ選手、家族 

参加者数：40 名 

内容：こども達の取り組みや、サッカーやフットサルの競技理解、親子のコミュニケーシ

ョン促進、こども達の自己効力感を高めることを目的として、ファミリーフットサルを企

画・開催しています。保護者がこども達と一緒に、日々行っているトレーニングを経験し

たり、試合をすることで、足でボールをコントロールすることの難しさを体験することが

できます。そうすることで、試合観戦時や、練習・試合後のこどもへの声掛けが増える

こと、また共感やポジティブなものへと変化することを期待している。こどもは自ら親に

サッカーやフットサルのトレーニングや試合のことを話すことが楽しくなり、サッカーやフ

ットサルの捉え方が、よりポジティブなものへ変化すると考えられます。トレーニングの

一環として、競技力向上や身体の動かし方の質を高めるためにリズムトレーニングを

導入しました。こども達だけでなく、保護者も取り組みやすく、ジャンプ系の動きは「とて

も楽しい、面白い」という声が聞かれ好評です。今後も継続して取り組んでいこうと考え

ています。 

③(1)タイトル：みんなで enjoy 

開催日／期間：通年 

場所：長崎市立横尾小学校体育館 

対象：クラブ選手全員 

参加者数：30 名 

内容：学年やスキルに応じて 3 カテゴリーに分けて GAME をおこなう。ほとんどの選手

が同じ時間プレイできます。大きく 2 チームに分けるため、カテゴリーの枠を超えて、選

手同士が同じチームとして応援や助言を行います。盛り上がって楽しいし、先輩が後

輩を教える、後輩が先輩を慕う、皆が注目している中、良い緊張感をもって試合ができ

るなど利点が多いです。またコミュニケーションも円滑となり、チームワークや信頼関係

の構築を期待している。低学年は得点を決めた後、チーム全員でハイタッチしたら 1 点。

嬉しいや楽しいという感情は素直に表出してほしいです。 

(2)タイトル：女子指導者、審判の養成 

開催日／期間：通年 

場所：長崎市立横尾小学校体育館 

対象：女子指導者 

参加者数：1 名 

内容：当クラブは女子選手が 9 名所属しています。ジュニアユース世代は女子選手が

活動しにくいこともあり、OG も 2 名一緒にプレイしています。女子選手の理解や精神的

支援のためには、同性の指導者の存在は大きく、必要不可欠と考えています。そのた

め保護者の中から、希望した者に対して、女性指導者としてトレーニングに参加しても

らい、指導経験を積みながら、主に女子選手や低学年選手に対する技術面だけでなく

精神面の支援を、主に行ってもらっています。保護者からは、女子指導者がいることは

こどもだけでなく、保護者の安心にも繋がるや、トレーニングだけでなく運営上でも男子

コーチにはない細かな配慮や、気づきがあるなど好評です。2017 年度にフットサル 4

級審判員、2018 年度に JFA キッズリーダー講習会、サッカーD 級指導者講習会を受

講し、現在（2019 年度）長崎県で開催されているサッカーC 級指導者講習会（女子コー

ス）を受講中で研鑽に努めています。 
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特定非営利活動法人カティオーラ（大分県） 

①タイトル：U-10 補欠ゼロサッカー大会 

開催日／期間：2018 年 11 月 23 日 

場所：大分市国宗グラウンド 

対象：U-10 以下 

参加者数：大分市・別府市・由布市から８チーム 合計 118 名 

内容：大分市の国宗グラウンドにて「U-10 補欠ゼロサッカー大会」を開催しました。試

合形式は３ピリオド制で、参加者全員が必ず試合に出場することで勝負に拘りつつも、

楽しみながら１日サッカーを行いました。 

 

一般社団法人蹴－1 協会（宮崎県） 

①タイトル：蹴-1GP 

開催日／期間：2019 年３月 17 日 

場所：藤見公園陸上競技場 

対象：U-9 クラス、U-12 クラス、一般クラス（中学生から最高齢７６歳） 

参加者数：2800 名 

内容：サッカーの PK 大会 

②タイトル：蹴-1CUP 

開催日／期間：2018 年 12 月 26～28 日 

場所：藤見公園陸上競技場 

対象：U-12 クラス 

参加者数：300 名 

内容：町おこしの為の８人制サッカー大会（海外２チーム、県外３チーム、県内７チーム） 

③U-12 の大会では、海外チームとの交流をテーマに行った為、どのチームにも勝敗に

関係なく全員プレーしてもらうように促しました。 

 

妻北サッカースポーツ少年団（宮崎県） 

①タイトル：リスペクトフェスティバル 

開催日／期間：3 月中旬 

場所：西都市清水台総合公園 

対象：U-12 

参加者数：40 

内容：参加者全員が同じ出場時間てゲームを行う。保護者が選手を表彰する。 

③コーチからの注文は、全員が出場、全員が楽しくサッカーが出来ることのみ。 

時間はかかりますが、低学年時から子どもに任せる事で、自分たちでできる事、解決

できる事が多くなってきます。学年の個性により差はありますが、小学生のうちにでき

なくても取り組み方だけでも得てくれれば良いと考えています。 

 

ブライズ FC（宮崎県） 

①タイトル：大会、練習試合に参加する選手は必ず試合に出場し経験を積む 

開催日／期間：毎回 

場所：大会及び練習試合会場 

対象：選手全員(小学生) 

参加者数：毎回 10 名前後 

内容：大会や練習試合を定期的に計画し参加した選手には必ず試合に出場する機会

を与え経験を積ませる事、試合を経験する喜びを体験してもらいました。 

③全員が試合を経験する事によって練習での意識が少しずつ変化しやる気が上がり

ました。 

 

向花サッカースポーツ少年団（鹿児島県） 

①(1)タイトル：向花サッカーフェスタ(入団体験会) 

開催日／期間：毎年、5 月から 6 月の練習日(月、水、金) 

場所：向花小学校 

対象：体験希望の小学生 

参加者数：団員２０名＋希望者１０名 

内容：初心者向け(キッズ U-8)の練習体験 

(2)タイトル：親子サッカー大会 

開催日／期間：年間通して、3 回 

場所：向花小学校ほか 

対象：団員、保護者、指導者 

参加者数：約 40 名 

内容：普段、試合(大会)出場機会の少ない低学年を中心に親子、各カテゴリーの枠を

超えてゲームを楽しんでいます。 

③(1)試合に参加し、結果に一喜一憂するのもいいですが、親子、指導者、参加者全員

がサッカーを通じて純粋に楽しめる時間を共有することができたのが良かったです。 

(2)レギュラー、補欠という概念を無くす事ができ、皆が交替で出場するという事が当た

り前に出来るようになりました(子供たちだけで交替を含めたメンバー構成が出来てき

た)。 

 

一般社団法人サンビスカス沖縄（沖縄県） 

①タイトル：サンビスカス沖縄サッカースクール 

開催日／期間：毎週月〜金開催 

場所：沖縄県内全域 

対象：小学生 

参加者数：200 名程度 

内容：サッカースクール 

③年に３回、サッカースクール生だけの交流試合が行われます。その際に、補欠ゼロ

を掲げていることで、全員がたくさん試合を経験することができています。また、勝ち負

けではなく、自分がどれだけ頑張れたか？を評価の対象としているため、子供たちも

自分だけに集中するようになりました。それを土台に、本気でサッカーという競技に移

行していけたらいいと感じています。 
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「障がい者サッカー」活動報告 

 

札幌中央フットボールクラブ（北海道） 

①タイトル：肢体不自由児との交流について、障がいのある人とのサッカーの学びにつ

いて 

開催日／期間：2016 年度より年３～４回（2018 年度は２回実施） 

場所：札幌市立資生館小学校、札幌医学技術福祉歯科専門学校体育館 

対象：全学年＋肢体不自由児（小学５年生） 

参加者数：５５名（実施時） 

内容：卒業生選手の弟で、脳性まひによる肢体不自由児が在籍している。選手登録を

行ない、チームの選手として活動を共にしています。普段はバギーと呼ばれる車いす

に乗車。意思の疎通など難しい場面においても、表情や顔の向きなどでできるだけ子

どもたちの推測のもとで判断し、ボールも通常の４号球を用いたり、バランスボールの

ような感覚がわかりやすい大きなボールで車いすサッカーの感覚で子どもたちと一緒

にバギーを動かして取り組ませています。フットサルコート１面ほどで人数的な制限な

どを行ないながらゲームを通じて一緒に楽しむことを行なっています。また元 J リーガ

ーでもあり、ふかともインクルーシブの深川友貴さんを年１度必ずお招きし、講演など

を通じて健常者、障がい者の垣根を作らずに一緒に楽しもうとしている活動内容を保

護者も含めて一緒に体験のお聞き、交流を深めています。（２年連続開催） 

②今年度は前年度の継続項目のみで、新たな取り組みは実施できませんでした。次

年度についてはまた違った観点で取り組みたい案件があり、実施したいと思っていま

す。 

③別件ですが、ADHD を含めた知的に伴う不安要素をもっている児童、学校内でも特

別支援学級に在籍している児童については前年度よりも２名増え、通常の活動に参加

させています。できるだけ障がいをもつ子の保護者に対して、健常者と変わらない対応

を心掛けている中でも、特にどんなことを取り組むのか明確にすると安心してもらえる

気がします。 

 

シーガルサッカークラブ（北海道） 

①開催日／期間：毎週土または日（週１回開催） 

場所：石狩市立紅南小学校体育館ほか 

対象：知的障がい者（高校生以上） 

参加者数：１３名 

内容：フットサルのトレーニング（夏場はサッカーも体験） 

②開催日／期間：毎週土または日（週１回開催） 

場所：石狩市立紅南小学校体育館ほか 

対象：知的障がい児（中学生以下） 

参加者数：７名 

内容：フットサルのトレーニング（夏場はサッカーも体験） 

③当クラブには「障がいのある人たちの生涯スポーツを」を最大のテーマに F.I.D.ドリー

ムというチーム名で活動するフットサルチームがあります。主に知的障がいや発達障

がい、その他生活に困り感のある子どもから大人までが対象です。インクルーシブな

環境を大切にしており、当クラブ内のジュニア、ジュニアユース、レディースカテゴリー

と一緒にプレーする機会を設け、チームに所属することで多くの仲間と出会う環境を大

切にしてます。また、ジュニアユースの選手が F.I.D.ドリームの練習にアシスタントコー

チとして指導に携わるなど新たな取り組みも行っていっています。さらに、独自の取り

組として「育成年代の普及活動」を行っている。体験会を実施し、選手たち自身がサポ

ート役に回り、楽しさを伝える活動に参加するなど、一人一人が役割を持ってチーム活

動に参加しています。F.I.D.ドリームは自分たちの生涯スポーツの場でありつつ、誰か

の生涯スポーツを作っていきます。 

 

SendaiForza（宮城県） 

①タイトル:サッカー教室 

開催日/期間:2018 年 8 月／10 月 

場所:仙台市 

対象:療育手帳を持つ中学生以上の方 

参加者数:10〜20 人  

内容:仙台市障害者スポーツ協会やベガルタ仙台と協力しサッカー教室を開催してい

る。日常的に運動する機会が少ない障害のある方々にとって余暇の過ごし方の一つと

して提案することができました。 

②タイトル：サッカー交流会 

開催日／期間：随時 

場所：宮城教育大学グラウンド 

対象：療育手帳を持つ中学生以上の方 

参加者数：３０〜４０ 

内容：宮城県を拠点とする知的障害者サッカーのチームや放課後等デイサービスと交

流会を開催している。サッカーを通して所属するチームを超えた仲間づくりや自身の練

習の成果を発揮する場となっています。 

 

特定非営利活動法人プチユナイテッドアスリートクラブ（山形県） 

①タイトル：誰でも参加フットサルスクール 

開催日／期間：2012 年４月～ 

場所：山形市内及び米沢市内の小学校体育館 

対象：小学生から高校生まで。年齢性別、経験問わず、発達障害等の事情あり者含む 

参加者数：１回５～10 名位 

内容：毎週水曜及び木曜日に開催し、特に不登校児童生徒や発達障害、知的障害者

を対象としているが、そのほかスポ少や部活動に加入できない事情があるものも対象

としています。 

基本的な動作の他、体力向上を目指したメニュー構成で、スポーツを楽しむ環境提供

をしている。 

②(1)タイトル：誰でもフリーフットサル 

開催日／期間：2018 年４月～ 

場所：山形市内の小学校体育館 

対象：小学生以上、年齢性別、経験問わず、発達障害等の事情あり者含む 

参加者数：１回 10 名位 

内容：毎週水曜日に開催し、小学生以上であれば、年齢性別、経験を問わず、みんな

で楽しむ enjoy フットサルを行っています。スポ少や部活動に入れない児童生徒のみ

ならず、経験者や 50 歳を超えた参加者も多数おり、毎開催参加者や家族での参加も

います。 

また、不登校児童生徒、発達障害や知的障害者も多く、当該者が活動しやすい環境を

みんなで提供し、継続した参加をしてもらっています。 

(2)タイトル：futsal de 芋煮会 

開催日／期間：2018 年 10 月 

場所：山形市内の小学校体育館 

対象：年齢性別、経験問わず。不登校、発達障害、知的障害、ひとり親等の事情ある

者。 

参加者数：60 名位 

内容：誰しもがスポーツをの楽しめる環境提供を合わせ、スポーツ後にはみんなでコミ

ュニケーションを図る場の提供を行うこととし、クラウドファンディングを活用して、開催

費用を確保し、山形県名物の芋煮会を開催するための食材を調達するなどし、ボラン

ティアスタッフや地域の方々の協力も得て、多くの参加があり、事情のある子どもたち

にスポーツや食事の提供を、コミュニケーションの場を提供することができました。クラ

ウドファンディングを活用したイベント開催初めてであったが、様々な方々の協力によ

って無事に開催することができ、また新たな手法による障害者等を対象にしたスポー

ツ環境等の提供ができる礎ができたと感じました。 

 

茨城県知的障がい者サッカー連盟（茨城県） 

①(1)ほほえみカップサッカーチャンピオンシップ大会 

(2)ホーリーフェスタ 2018 

(3)フレンドリーサッカーフェスティバル（サッカー教室） 

回数は 3 回。 

第 1 回 水戸高等特別支援学校グラウンド 50 名 

第 2 回 つくば特別支援学校体育館 45 名 

第 3 回 流通経済大学サッカーグラウンド 20 名 

   （流通経済大学サッカー部がボランティアで参加） 

(4)つくば市人権啓発活動活性化事業 障害者サッカー体験教室 

主催 つくば市 

期日 11 月 17 日 

場所 つくばウェルネスパーク 

(5)茨城県サッカー協会指導者講習会 

C 級および D 級の講義の中で，障がい者サッカーの講義と実技を取り入れています。 

②(1)人権集会「障がい者サッカー体験会」 

主催 桜川市立桜川中学校 

期日 12 月 12 日 

対象 中学１〜３年 

内容 講義と体験（ブラインドサッカーとアンプティサッカー） 

(2)オリンピック・パラリンピック推進事業「障がい者サッカー体験」 

主催 境町立境小学校 

期日 11 月５日 

対象 小学３年と４年 

内容 講義と体験（ブラインドサッカーとアンプティサッカー） 

学校様からの依頼があり，授業を実施した。 

③茨城県サッカー協会指導者講習会 

C 級および D 級の講義の中で，障がい者サッカーの講義と実技を取り入れている。こ

の取り組みについては，47FA に広めて行きたいと思っています。 

 

FC REAL（埼玉県） 

①開催日／期間：いつでも 

場所：リアルサッカースクール各地 

対象：幼児〜小学生 

参加者数：数名 

内容：耳の不自由な子、自閉症の子なども保護者の方の同意を得られる子はサッカー

スクールに受け入れ一緒にサッカーを楽しむ場を提供しています。 

 

NPO 法人浦和スポーツクラブ（埼玉県） 

タイトル：みんなのサッカー交流会 

開催日：2 月 24 日 
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場所：埼玉スタジアム２００２第４グラウンド 

対象：隣少年団他市内から誰でも参加 

参加者数：２００名 

内容：ブラインドサッカー体験、デフサッカー体験、ＣＰサッカー選手ウォーキングサッカ

ーおよび通常のサッカーの交流をしました。 

 

一般社団法人 埼玉県脳性麻痺７人制サッカー協会（埼玉県） 

①タイトル：ＮＰＯ法人浦和スポーツクラブ様との共催イベント 

開催日／期間：毎年 2 月 

場所：埼玉スタジアム２００２ 

対象：小学生サッカーチーム（60 名）とＣＰサッカー選手（10 名） 

参加者数：小学生サッカーチーム（60 名）とＣＰサッカー選手（10 名） 

内容：交流ゲームや混ざりながらブラインドサッカーの体験等を実施 

②タイトル：日野市サッカー連盟様との共催イベント 

場所：日野市市民の森スポーツ公園 

対象：小学生サッカーチーム（30 名）とＣＰサッカー選手（10 名） 

参加者数：小学生サッカーチーム（30 名）とＣＰサッカー選手（10 名） 

内容：サッカー教室や交流ゲーム 

 

FC もんちっち（埼玉県） 

①埼玉県障害者センターにて毎月土曜日練習実施、登録数２５名（保護者 27 名） 

埼玉県障害者交流サッカー大会参加 1 月さいたまスタジアム 

②特に新しい試みはないが、コミュニケーションの証であるパスが多くできるようになっ

てきました。 

 

東京都知的障がい者サッカー連盟（東京都） 

①知的障がい児、者サッカー教室の開催、知的障がい者サッカー大会、フットサル大

会の開催 

②知的障がい女子サッカー教室、クリニックの開催 

③女子のみのサッカー教室を開催しました。女子のニーズも多くあり、参加者が増えま

した。 

 

カフリンガ東久留米（東京都） 

①タイトル：初心者クリニック/Jr スクール/ガールズスクール 

開催日／期間：毎週 

場所：ケルンチュフットサルパーク花小金井 

対象：大人/子ども 

参加者数：10～20 人 

内容：レベルに関係なくみんなで練習を行います。 

 

株式会社クリエイティブヘッズ（エフチャンネル・フットサルステージ）（東京都） 

①(1)タイトル：ブラインドサッカー共催事業 

開催日／期間：随時 

場所：都内近郊 

対象：ブラインドサッカー競技者一般プレーヤー 

内容：当社の理念にある「誰もが・・・」には、障がい者サッカーも私達の仲間、という想

いが込められています。当社は 2016 年度から（一社）日本障がい者サッカー連盟

（JIFF）のパートナーとなりました。当社はこれからも、障がい者サッカーをより多くの人

に知っていただくための活動を続けていきます。 

■特定非営利活動法人日本ブラインドサッカー協会との取り組み 

(ⅰ)「ブラインドサッカー日本選手権」との共催フットサル大会 

※2018 年 7 月アミノバイタルフィールド（東京都調布市）にて開催 10 チーム参加 

(ⅱ)「ブラインドサッカー東日本選手権」との共催ソサイチ大会 

※2018 年 2 月富士通スタジアム川崎（神奈川県川崎市）にて開催 10 チーム参加 

「広く一般の方々にブラインドサッカーを知ってもらう機会を創出する」というコンセプト

のもと、ブラインドサッカー公式戦と隣接するピッチで当社の大会を開催します。すぐ隣

でブラインドサッカーの公式戦が行われていたり、ブラインドサッカーの体験ブースが

あったりと、いつもの当社の大会とは違った雰囲気を味わうことができます。ブラインド

サッカーを多くの方に知って頂きたい、という願いを込めています。 

(2)タイトル： CP サッカー共催事業 

開催日／期間：随時 

対象： CP サッカー競技者／一般プレーヤー 

内容：当社の理念にある「誰もが・・・」には、障がい者サッカーも私達の仲間、という想

いが込められています。当社は 2016 年度から（一社）日本障がい者サッカー連盟

（JIFF）のパートナーとなりました。当社はこれからも、障がい者サッカーをより多くの人

に知っていただくための活動を続けていきます。 

■特定非営利活動法人 CP サッカー＆ライフエスペランサとの取り組み 

エスペランサが主催する、「障がい者チームと健常者チームが対戦する大会」のサポ

ート 

※フットサルステージ（東京都多摩市）にて 3 回開催。健常者チームは 8 チームが参加 

「サッカーはみんなのもの。障がいを持つ人も安心してサッカーを楽しめるよう、多くの

人達が障がいのことを理解し、多様性を受け入れる一歩とすること」を目的に、CP サッ

カーチームと健常者チームがソサイチで対戦します。同時に CP サッカーの体験会を

実施し、より一層の理解を深めています。CP サッカーを多くの方に知って頂きたい、と

いう願いを込めています。 

 

皐月フットボールクラブ（東京都） 

①タイトル：2018 年 JFA なでしこひろば in 皐月フットボールクラブ 

開催日/時間：2019 年 2 月 23 日 10:00 から 12:00 

場所：しながわ中央公園 

対象：女子小学生 3 年生から 6 年生 

参加者数：31 人 

内容：手話 de フットサル教室 

 

ダイバーシティサッカー協会（東京都） 

①(1)スポーツ交流サロン 

期間：2018/4/7～2019/3/23（全 18 回 第 2 第 4 土曜日） 

場所：住吉公園やフットサルステージ 

参加者数：333 人 

内容：(ⅰ)アイスブレイク(ⅱ)ボールを使って練習(ⅲ)対戦ゲーム(ⅳ)ミックスゲーム 

(2)ダイバーシティカップ５（東京大会） 

実施日：2018 年 10 月 21 日 

場所：フットサルステージ 

内容：アイスブレイク→リーグ戦→ミックスゲーム→テーマトーク 

参加者数：200 人 

②(1)関西のスポーツ交流サロン（4 回で延べ 130 人参加） 

ひきこもりや在日外国人、障害のある人の就労支援など毎回テーマを設定し、それぞ

れのテーマに関連する団体とも連携。多様な背景がある当事者自身が運営や企画に

あたり、お互いの境遇を学ぶ機会を開きました。 

第 1 回大阪スポーツ交流サロン「ホームレス×サッカー」 

2018/9/22（土） キャプテン翼スタジアム天王寺 

第 2 回大阪スポーツ交流サロン「ひきこもり×サッカー」 

2018/11/10（土） フットメッセ天下茶屋 

第 3 回大阪スポーツ交流サロン「外国人×サッカー」 

2019/1/13（日） フットメッセ生野 

第４回大阪スポーツ交流サロン「就労移行×サッカー」 

2019/2/9（土） フットメッセ天下茶屋 

(2)第 1 回ダイバーシティカップ in 関西 

実施日：2018 年 5 月 12 日 

場所：フットサルメッセ天下茶屋 

内容：アイスブレイク→リーグ戦→ミックスゲーム 

参加者数：150 人 

(3)スポーツを用いた社会的不利・困難を抱える若者など応援のための支援講習会 

社会的不利・困難を抱える若者などの応援団体がスポーツプログラムを展開できるよ

うにするための人材育成講習会を 4 回行いました。 

・第１回支援者講習会： 

日時：2018.8.25（土） 

場所：上野ＴＫＢ貸会議室 

テーマ：サッカー（スポーツ）大会運営勉強会 

人数：40 人 

・第２回支援者講習会： 

日時：2018.12.22（土） 

場所：フットサルステージ＋E‘s café 

テーマ「スポーツのもつ、小さいけれどたしかな力」体験型交流学習会 

人数：38 人 

・第３回支援者講習会： 

日時：2019.2.4（月）  

場所：（株）リヴァトレ会議室 

テーマ：社会的困難を抱える人々へのスポーツコーチング勉強会 

人数：20 人 

・第４回支援者講習会： 

日時：2019.3.16（土）  

場所：ハロー貸会議室新宿 

テーマ：オランダに学ぶ社会性スポーツの展開 

人数：13 人 

③(1)ホームレスサッカーやダイバーシティサッカーで培ったノウハウを共有するための

勉強会を開催しました。 

(2)「サッカー×ひきこもり」というテーマで人々の交流の場としてスポーツ交流サロンを

開催できました。 

(3)初のダイバーシティカップ関西大会を開催できた。またその場で、10 年ぶりに再会

するメンバーがいました。 

(4)ホームレスワールドカップに携わるアジア代表者による会議を開催できました。 

(5)2018 年度の活動をまとめた報告書を発行することができました。 

 URL: https://bigissue.or.jp/action/diversity/ 

 

株式会社 アシスト（東京都） 

①タイトル：障害者サッカー 

https://bigissue.or.jp/action/diversity/
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開催日／期間：2017 年～ 

場所：都内各所 

対象：幼稚園児～ママさん、シニア 

参加者数：多数 

内容：障害のある選手をチームに受け入れるようにしています。 

ウォーキング・フットボールの普及発展をサポートします。 

③月 1 回、1 時間程度、ママさんを対象にウォーキング・フットボール練習会を開催して

います。徐々に参加人数が増え、好評です。 

 

A.C ammaliatore（東京都） 

①タイトル：継続と発展 

開催日／期間：隔週土曜日 

場所：文京区 

対象：知的障害児 

参加者数：5 名 

内容：環境作りと子ども達の発育発達・自立の手助けを行います。 

②口コミとチラシ散布を行い、チームの周知を促します。 

③余裕のあるチームさんは、是非環境の少ない子たちの為に場所を作ってあげてくだ

さい。それは子ども達だけでなく大人の幅も広がりますし、何より人生が豊かになりま

す！ 

 

LARGO FOOTBALL CLUB（東京都） 

①６月２３日・７月２１日・９月１５日・１０月２０日・１１月２４日 

荒川区立赤土小学校体育館・知的障がい者と介護者を対象にしたフットサル 

約３０名・現在残念ながら参加者が減少しているが介護者がいれば（引率等） 

参加したいとの問い合わせも受けます。 

③体育館使用の為、天気による中止がない為、参加者の方は予定を立てやすいです。 

 

REPLO TOKYO（東京都） 

①タイトル：体験練習も含めた週 2 の練習 

開催日／期間：週二回 

場所：赤羽スポーツの森公園競技場 

対象：健常者、障がい者 

参加者数：10 名前後 

内容：レプロ東京としての練習。そこに、障がい者スポーツの体験として 1,2 名程度練

習に参加することが多いです。 

②タイトル：Fuerte Tokyo とのデフサッカー体験 

開催日／期間： 

場所：江戸川区臨海球技場 

対象：Fuerte Tokyo、レプロ東京の選手・マネージャー 

参加者数：約 30 名 

内容：耳栓をして、練習・ミニゲームで擬似体験 

ジェスチャーゲーム、口パクゲームでコミュニケーションを体験 

③2018 年度に初めて行なった活動で記載したデフサッカー体験ですが、対戦したこと

のあるチームだからこそ、デフの選手達の技術やコミュニケーションに感動する面も大

きかった。障がい者スポーツに興味がある人だけでなく、サッカーを通じて障がい者

（現状はデフサッカー）に繋がる方法も有効だと感じました。 

 

FC イグナル（東京都） 

①タイトル：精神障がい者及び知的障がい者のフットボール活動 

開催日／期間：毎週 1 回/2015 年～ 

場所：八王子市内体育館 

対象：精神障がい者及び知的障がい者、障がい者フットサルへの理解があり、一緒に

楽しんでプレー出来る者 

参加者数：10 名程度 

内容：フットボール活動 

③タイトル：フットボール活動を通して、心の拠り所となる場作り 

開催日／月２～4 回 

場所：八王子市内体育館 

対象：精神障がい者及び知的障がい者 

参加者数：10 名程度 

内容：心の健康に困難な体験を経てきた精神障がい者の多くは、同じ体験を共有でき

る仲間や安心できる場の存在がなにより大切です。一人ひとりの社会参加や回復へ

の歩みは異なりますが、その人の回復ストーリーを紬、語る上でもフットサル活動をと

おした交流は大変有意義な時間となっています。 

 

品川区フットサル連盟（東京都） 

②(1)タイトル：障害者スポーツチャレンジデー 

開催日／期間：平成３０年９月８日(土) 午前９時３０分～午後３時３０分 

場所：しながわ中央公園 多目的広場 (品川区西品川１－２７・２８) 

対象：団体メンバー全員 

参加者数：１０名 

内容：国内のアスリートによるスポーツ教室や試合観戦、各種障害者スポーツ体験を

通じて、障害のある人もない人も一緒に楽しみ、交流することで障害者スポーツへの

理解と関心を深めることを目的としたイベントのボランティア活動。 

(2)タイトル：スポーツフェスタ「OZ(オズ)」 

開催日／期間：平成３０年１０月２７日（土）午前１０時００分～午後３時００分 

場所：しながわ中央公園（区役所前）多目的広場・テニスコート・公園部分 

対象：団体メンバー全員 

参加者数：１１名 

内容：東京 2020 オリンピック・パラリンピック開催２年前を記念するとともに、大会に向

けた機運醸成を図る。 

品川区内開催競技であるホッケー、ビーチバレーボールの普及啓発により、区内開催

競技の認知度向上を目指すとともに、一層のスポーツ推進を図る。同時に、品川区応

援競技であるブラインドサッカーの普及啓発を通して、パラリンピック競技および障害

者スポーツへの興味関心を高め、障害者理解の促進を図るイベントのボランティア活

動。 

(3)タイトル：あすチャレ！運動会 

開催日／期間：2019 年 2 月 2 日（土）11:00～15：00 

場所：スクエア荏原 アリーナ（品川区荏原 4-5-28） 

対象：団体メンバー全員 

参加者数：１２名 

内容：現在、品川区では東京 2020 オリンピック・パラリンピックの大会機運醸成に向け

て、区内開催競技であるホッケー・ビーチバレーボール、区応援競技であるブラインド

サッカーをＰＲしています。この「あすチャレ！運動会」では、パラスポーツの体験を通

じて、パラリンピックへの興味関心を高めることで、パラリンピックムーブメントの推進に

寄与することを目的とします。また、区内の企業・団体様等が競技を共に体験すること

により、相互の連携を強め、オール品川で東京 2020 大会を盛り上げていくことに繋げ

ていきます。 

③心の触れ合いを大切にして、互いに人権を尊重し、人間性豊かな地域社会の形成

とコミュニティの実現を目指します。区主催のイベントにてブラインドサッカー体験会に

参加など障がい者スポーツとの交流・協力（ボランティアスタッフ）に積極的に取り組ん

でいます。 

 

一般社団法人キッズブーケプロジェクト（東京都） 

①タイトル： ブラインドサッカー公式戦にてブーケ贈呈 

開催日／期間：2013 年 10 月 

場所：渋谷区立広尾中学校 

対象：中学生 

参加者数：約１０名 

内容：渋谷区立広尾中学校で行われたブラインドサッカー公式戦にて、中学生が運営

ボランティアをしました。その中で、贈呈用のブーケを制作し、試合後選手に贈呈しまし

た。 

②(1)タイトル：ブラインドサッカー体験と小学校オリパラ授業ブーケ制作をつなげること 

開催日／期間：2018 年度 

場所：港区立港南小学校・港区立赤坂小学校・品川区立宮前小学校 

対象：小学生 

参加者数：260 人以上 

内容：ブラインドサッカー体験をした子ども達に、ブーケに使う材料作りをしてもらったり、

ブーケを束ねてもらいました。 

(2)タイトル：キッズブーケプロジェクト in 赤坂 

開催日／期間：2018 年 12 月 16 日 

場所：港区立赤坂小学校 

対象：小学生 

参加者数：１５０人以上 

内容：ブラインドサッカーワールドグランプリに届けるブーケを制作しました。合わせて、

元サッカー選手や現役ブラインドサッカー選手の協力でブラインドサッカー体験をした

り、ブラインドサッカー特有の応援の仕方を学びました。 

(3)タイトル：アンプティサッカー日本選手権 

開催日／期間：2018 年 11 月 

場所：富士通スタジアム 

対象：小学生 

参加者数：１５人以上 

内容：ブーケを制作した子ども達がアンプティサッカー日本選手権を観戦、ブーケ贈呈

しました。 

 

トライサッカークラブ（東京都） 

①タイトル：ワンデー大会 

開催日／期間：年間通して土日 

場所：中野区 

対象：小学 1 年生～6 年生・幼児 

参加者数：50 名 

内容：5 人制のミニサッカー大会を開催しました。勝敗はありましたが、5 人制にするこ

とで誰でもボールに触る・サッカーのプレーをする。大会ですが、ルールの認識など、

サッカーの基礎を学びながら大会を運営しました。 
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特定非営利活動法人 CP サッカー＆ライフエスペランサ（神奈川県） 

①タイトル：クラブ活動 

開催日／期間：毎週日曜日 

場所：横浜市 

対象：肢体不自由児者 

参加者数：60 名 

内容：肢体不自由児者を対象としたサッカーチームの活動。 

②タイトル：フレームフットボール 

開催日／期間：2019 年 2 月 

場所：東京都 

対象：肢体不自由児及び医療関係者・サッカー指導者 

参加者数：60 名 

内容：移動に歩行器を必要とする肢体不自由児者を対象に、フレーム（歩行器）を使っ

たサッカーの紹介を、イングランドから講師を招聘して実施。 

③誰もがサッカーを楽しめる環境をつくるため、日本初のフレームフットボールの体験

会を開催できました。 

 

エスペランサ NEXT（神奈川県） 

①タイトル：エスペランサ NEXT サッカー教室 

開催日／期間：平日の放課後 

場所：富士通スタジアム 

対象：障がいのある児童、発達に課題のある児童 

参加者数：10 名/日 

内容：知的・発達障がい、自閉症、聴覚障がい、肢体不自由児など、障がいのある子

どもたちを対象としたサッカー教室の実施。 

③サッカーを通じて、運動能力の向上はもちろんですが、ライフスキルの成長を日々

感じることができています。 

 

チーム SMiLE サラダ（神奈川県） 

①開催日／期間：毎月 1 日 

場所：COSTA 横浜 

対象：ボールを蹴りたい人みんな 

参加者数：平均 10 名前後 

内容：その日の参加者に合わせて練習及びゲーム 

③各種障害者サッカーの垣根を超えた交流 

 

FC PORT（神奈川県） 

①(1)開催日／期間：毎年１１月 

場所：横浜 FC トレーニングセンター 

対象：精神障害者等の障害者 

参加者数：約３５０名 

内容：横浜 FC 主催の「ヨコハマぽるとカップ」を共催しています。 

本戦、エンジョイ、中学生以下リーグの試合を行い、障害者チームが試合を行う場を提

供しています。 

(2)開催日／期間：毎月２～３回 

場所：横浜ラポール 

対象：精神障害者 

参加者数：１５～２０名 

内容：FC PORT の練習に参加してもらい、精神障害のある方がサッカーを楽しめる環

境を提供し続けています。 

②開催日／期間：平成３０年７月 

場所：横浜市旭区 

対象：障害者サッカーに興味のある方 

参加者数：７４名 

内容：障害の有無にかかわらず、サッカーを通じて交流する場を提供しました。 

③障害者サッカーチームとして、神奈川県主催の「精神障害者スポーツフェスティバ

ル」、横浜市中央図書館主催の「ヒューマンライブラリー」、神奈川県サッカー協会主催

の「障害者サッカーJOIN DAY」等のイベントに選手を派遣し、精神障害者サッカー（ソ

ーシャルフットボール）の周知と、障害理解の促進について、社会的な貢献活動も行っ

ています。 

 

一般社団法人 公田サッカークラブ（神奈川県） 

①タイトル：通年を通した活動 

対象：公田 SC 所属メンバー 

参加者数：4 名 

内容：公田 SC では健常者と同じ環境でトレーニングすることに支障が無いのであれば

障害者でも受け入れます。 

③コーチの中で障害者のスポーツ環境に対する意識が高くなり、外部への視察など積

極的な取り組みを行いました。 

・ミキサー（健常者も障害者も一緒にフットサルをするイベント）に参加 

・横浜 F マリノスの知的障害者サッカー視察 

 

知的障がい者サッカー推進連盟（神奈川県） 

①(1)タイトル：ノーマライゼーションフェスタ 2018 

開催日／期間：2018 年 7 月 15 日 

場所：横浜市旭区のフットボールコート「スポーツジャングル 10」 

対象：神奈川県内・健常者および障がい者 

参加者数：約 150 人 

内容：老若男女健・障問わず、スポーツをする！・見る・応援する！支える！多様な形

でみんなが集うフェスティバル、共生社会推進を目的に人権啓発活動を開催。やまゆ

り園の惨劇を繰り返さない為に健常者と障がい者が垣根を超えて交流するサッカーイ

ベントです。昨年に引き続き、元 J リーガーもイベントのサポートスタッフとして参加。

150 人以上の参加者を集め、継続的に実施しています。また、ノーマライゼーションを

知ろう！広めよう！をテーマにノーマライゼーション応援スペシャルサポーター「木村

和司さん」を昨年に引き続きゲストに迎え、「木村和司サッカークリニック」を行いました。 

(2)タイトル：かながわパラスポーツフェスタ 

開催日／期間：2018 年 9 月 8 日 

場所：サテライト会場／神奈川県立平塚ろう学校 

対象：神奈川県内・健常者および障がい者 

参加者数：約 50 人 

内容：昨年に引き続き、障がい者サッカー普及・支援活動を担当。今年度は「第 1 回か

ながわパラスポーツフェスタ 2018」の知的障がい者サッカーの体験コーナーを担当さ

せていただきました。当日、ボランティアスタッフにて参加していただいた平塚江南高

校の学生たちに障がい者サッカー講習会を実施。「垣根を越える」をテーマに体験会で

は、小学生～高校生の参加者と当連盟のインクルーシブチームと共にトレーニング＆

ミニゲームを実施しました。 

(3)タイトル：U-17 横浜サッカーフェスティバル 

開催日／期間：2018 年 8 月 21 日～23 日 

場所：東海大相模グラウンド、桐蔭学園グラウンド 

対象：神奈川県・横浜市の高校 2 年生以下 

参加者数：約 240 名（計 13 チーム/当連盟チーム含む） 

内容：2013 年よりスタートした次世代を担うユース年代（高校 2 年生以下）の強化と、

サッカー文化を神奈川県・横浜市に根付かせることを目的としたニュースタイルの大会

「U-17 横浜サッカーフェスティバル」に FPFID のチーム・選手で本年度も参戦いたしま

した。知的・発達・聴覚の 3 つの障がいを持つ合同チーム「FC SOCIOS」として参加し、

全国に先駆け健常者と障がい者が試合や練習を通じて交流を深める活動を昨年に引

き続き行っております。 

②タイトル：けやき体育館障がい者スポーツ講座  

開催日／期間：2018 年 2 月 17 日、2018 年 9 月 23 日 

場所：相模原ギオンフィールド、相模原市横山公園人工芝グラウンド 

対象：相模原市内在住・在勤・在学の障がいのある方 

参加者数：約 80 名 

内容： J リーグクラブと障がい者スポーツ活動の支援事業を担う市立施設と共にスポ

ーツ講座を開催。今回のサッカー教室は「NPO 法人知的障がい者サッカー推進連盟

（FPFID）×SC 相模原×相模原市立けやき体育館」のトリプルコラボにて実施し、小中

学の障がい児に対するスポーツ・サッカー教室を年 2 回行いました。 

(4)タイトル：インクルーシブルさくらフェスタ／さくらプロムナードプロジェクト「里のさくら

祭り」 

開催日／期間：2018 年 4 月 8 日 

場所：横浜市旭区のフットボールコート「スポーツジャングル 10」 

対象：神奈川県内・健常者および障がい者 

参加者数：約 150 人 

内容：さくらの名所として、中原街道から、しらねの里・スポーツジャングル１０への道路

に咲く「桜」に彩られた場所で散策＆フットサルボールを楽しむインクルーシブルさくら

フェスタを開催いたしました。木村和司プロデュース総合型地域スポーツクラブと社会

福祉法人白根学園との共同で地域密着型のインクルーシブサッカー教室を実施。記

念試合・記念植樹・散策コースの模擬店・さくらカフェなど、重度知的・身体障がいのあ

る方々と共にレクリエーション及びスポーツ・サッカー教室を行いました。 

③小さいお子さんから老若男女、分け方にはスキルと経験が必要であること。色々な

方たちに対して、講習会および体験会を実施し、学びとスキルの蓄積を行っていること

を実感した 1 年でした。 

 

NPO 法人 レフェリーアカデミー横浜（神奈川県） 

①◆従来活動 

(１)2018 電動車椅子サッカー交流大会 in 千葉 

開催日：2018 年 6 月 9 日(日) 

会場：八千代市民体育館 

対象：千葉県、東京都、神奈川県、埼玉県、茨城県各電動車椅子サッカー協会登録団

体 

参加者：12 チーム（71 名） 

内容：大会への審判員派遣 

(２)第２回 Safilva カップ 

開催日：2018 年 7 月 22 日（日） 

会場：札幌市北区体育館 

対象：北海道、神奈川県各電動車椅子サッカー協会 

参加者：3 チーム（22 名） 

内容：大会への審判員派遣 

(３)長野県電動車椅子サッカー大会 
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開催日：2018 年 8 月 11 日（土） 

会場：松本市総合体育館 

対象：一般社団法人日本電動車椅子サッカー協会第 1 種加盟チーム 

参加者:カテゴリ−1   3 チーム（23 名） カテゴリ−2  3 チーム（21 名） 

内容：大会への審判員派遣 

(４)第 20 回神奈川県電動車椅子サッカー大会 

開催日:2018 年９月 16 日(日) 

会場:トッケイセキュリティ平塚総合体育館第１体育室 

対象:神奈川県電動車椅子サッカー協会登録団体 

参加者:６チーム（45 名） 

内容:神奈川県大会への審判員派遣 

(５)横浜 F・マリノスカップ第 16 回電動車椅子サッカー大会 

開催日:2018 年 10 月 6 日(土)〜10 月 7 日(日) 

会場:障害者スポーツ文化センター横浜ラポール 

対象:一般社団法人日本電動車椅子サッカー協会第 1 種加盟チーム 

参加者:カテゴリ−1   6 チーム（35 名） カテゴリ−2  4 チーム（27 名） 

内容:大会への審判員派遣 

(６)日本電動車椅子サッカー選手権大会 

開催日:2018 年 12 月 1 日(土)〜12 月 2 日(日) 

会場:小笠山総合運動公園エコパアリーナ 

対象:一般社団法人日本電動車椅子サッカー協会 第 1 種加盟チーム 

カテゴリ−1  10 ㎞  カテゴリ−2   6 ㎞ 

参加者:カテゴリ−1 14 チーム（95 名） カテゴリ−2  15 チーム（85 名） 

内容:日本選手権大会への審判員派遣参加者:カテゴリ−1   4 チーム（31 名） 

(７)第 21 回ドリームカップ 

開催日:2018 年 11 月 17 日(土) 

会場:トッケイセキュリティ平塚総合体育館第１体育室 

対象:一般社団法人日本電動車椅子サッカー協会 第 1 種加盟チーム 

参加者:6 チーム（35 名） 

内容:日本最強クラブ決定カップ戦への審判員派遣 

②(１)横浜市中区在住向け電動車椅子サッカー普及活動会 

開催日：2018 年 12 月 29 日(土) 

会場：横浜市民活動支援センター 

対象：横浜市民一般 参加者：18 名 

内容：電動車椅子サッカー活動紹介および普及啓蒙活動 

(２)神奈川県電動車椅子サッカー協会審判員新規講習会 

開催日：2018 年 11 月 10 日(土) 

会場：厚木市東町スポーツセンター 

対象：新規取得審判員 参加者:8 名 

内容：講師派遣による新規取得者向け競技規則説明 

③審判員は大会運営のためには、必要不可欠な存在ですが、審判員個々のレベル資

質向上をしていかないと選手等の信頼関係は構築されません。なくてはならない存在

として大会と選手をサポートしていかなければならない社会的な意義を大いに感じまし

た。 

 

一般社団法人筑北スポーツ振興協会（長野県） 

②タイトル：長野県障がい者サッカー大会 

開催日／期間：2018/11/3 

場所：筑北村サッカー場 

対象：知的障がい者子どもから大人まで 

参加者数：200 名 

内容：県内の障がい者スポーツ団体と協力して、知的障がい者・児のサッカー大会を

企画、運営補助をしています。また、審判の運営担当もしています。 

 

パトリアーレ SABAE（福井県） 

②土曜日に実施しているゲームスクール時に手話講座を実施し、参加した選手に手話

を覚えて貰う活動をしている。月 2 回程度。対象は小学生～中学生。 

 

清水エスパルス（静岡県） 

①タイトル：静岡障がい者サッカー連盟へのコーチ派遣（サッカー教室開催） 

開催日／期間：2018 年 4 月～2019 年 3 月（各月１回開催） 

場所：静岡県内各地 

対象：小学生～中学３年生 

参加者数：延べ３００名 

内容：静岡障がい者サッカー連盟が主催する、サッカー教室へコーチ派遣を実施して

サッカー教室を開催。エスパルスＪリーグホームゲーム開催時にはＩＡＩスタジアムで前

座試合を開催（2019 年 3/31 に実施）。 

 

特定非営利活動法人スポーツコミュニティ磐田・ポーラスター（静岡県） 

①ウォーキングサッカーは問い合わせをして、2019 年度体験が出来るようにします。ク

ラブが掲げる「差別なし」に関しては、前述のみんなのフットサル広場にて外国人の参

加も増えてきて、国籍を問わずフットボールを楽しんでいます。 

③我々クラブは、大人も子どももどんな環境や事情があっても差別なく誰でも入会でき

るクラブとして活動しています。みんなのフットサル広場では外国人も多く参加し、ちょ

っとした国際交流の場となっています。言葉や文化の違いを肌で感じる良い機会にな

っています。 

 

一般社団法人 One Life（愛知県） 

①タイトル：サッカー 

開催日／期間：毎週火曜日、月 4 回年 40 回程度 

場所：牧野が池緑地公園 

対象：障害を持つ小学生から高校生 

参加者数：10 名程度 

内容：体操をみんなでしてからグラウンドでリレーを行い、その後にサッカーのトレーニ

ングをします。ドリブルやパス、シュートなどの基礎的なトレーニングを行い、少しずつ

ボールに慣れる活動をして、活動の最後にはみんなで試合をしてゴールを決める楽し

さやサッカーのルールを知っていただけるように活動を行なっています。ゴールを決め

たことで自信がついて、家でもトレーニングをしてくれる子ども達もいます。今は、大会

参加を目指して難しいトレーニングも行なっています。 

③サッカーで少しずつ自信がついてきて、周りの人に声がかけられるようになってきた

こと。ハイタッチなどのコミュニケーションも取れるようになってきました。 

技術面でも向上して、今までできなかったプレーができるようになり、一緒に参加して

いるスタッフにどんどん挑戦してくること。 

 

碧フットボールクラブ（愛知県） 

①タイトル：普段の活動 

開催日／期間：年間を通して 

場所：碧南市内Ｇ 

対象：キッズ～大人（男女問わず） 

参加者数：10～20 

内容：誰でも参加出来る環境の提供 

③現在、聴覚障がいの方をクラブの活動で受け入れています。 

 

一般社団法人 AVANCO（愛知県） 

障害を持つ子ども達を保護者との相談の元、積極的にスクールに参加できる様に努

力しています。 

 

特定非営利活動法人 JOAN スポーツクラブ（愛知県） 

①タイトル：手話でフットサルＩＮ愛知 

開催日／期間：夏ごろ 

場所：安城市：トライバーフィールド三河安城 

対象：子ども～大人 

参加者数：２０名 

内容：健常者も障害者も一緒になって、行えるサッカーを行いました。 

 

一般社団法人リコプエンテ スクール・アカデミー（愛知県） 

①タイトル：for ライフサッカー大会・運動会 

開催日／期間：11 月 24 日 

場所：フガールエスタディオ石巻 

対象：知的障がい者、児 

参加者数：知的障がい者 14 名、知的障がい児 13 名、桜丘高校サッカー部員 27 名(ボ

ランティア) 

内容：知的障がい者・児が日頃取り組んでいるサッカー、スポーツ全般を親御さんに披

露することで成長を実感していただく発表の場としています。 

②内容：昨年まではサッカー大会と運動会を別々に開催していましたが桜丘高校サッ

カー部員のボランティアに協力をしていただいて同日に開催しました。 

③知的障がい者、児がスポーツで身体を動かす機会が学校のみで運動不足になりス

トレス発散する場所がない。知的障がい者、児のスポーツは心と身体のバランスを保

つのに最適です。 

 

ペルナサッカークラブ（三重県） 

①タイトル：ろう者サッカー男子日本代表交流イベント 

開催日／期間：10/6 

場所：三重県三重郡菰野町大羽根運動公園 

対象：U-7～12 

参加者数：約 40 人 

内容：ろう者サッカー日本代表の選手に弊クラブの選手が手話などを教えてもらったり

ミニゲームを楽しむ。 

③5 年生の選手がコーチに教わった手話を教えていました。 

 

FC プログレッソ（岐阜県） 

①タイトル：All Mix Football #4 

開催日／期間：2019.3.10 

場所：キャプテン翼スタジアム垂井 

対象：障がい者・健常者 

参加者数：約 100 名 

内容：第４回 All Mix Football を開催しました。このイベントは岐阜県障がい者スポーツ

普及・促進事業助成を受けて開催。ＦＣ岐阜スクールコーチによるサッカークリニックを
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行って頂きました。当日はスペシャルゲストとしてＦＣ岐阜ＧＫの岡本享也選手に来て

頂き参加者へエールを頂きました。また岡本享也選手からサインのプレゼントもあり子

ども達には良い思い出となりました。つぎにメインとなるゲームです。今回、小学生から

大人まで約 100 名近い方々に参加頂きました。前回はチーム毎の対戦だったのです

が、今回、大会名にもしているオールミックスフットボールということで、基本的に参加

者を 10 チーム混成（障がい者健常者をミックス）作り対戦しました。当日はあいにくの

雨となって室内でゲームとなり試合時間が少なくなってしまいましたが、笑顔あふれる

大会となったことうれしく感じた。また次回も参加してもらいたいと思います。なお、当日、

ＮＨＫ岐阜と大垣ケーブルテレビさんから取材を受けていましたが、NHK 岐阜から密着

取材して頂き、4 月 1 日に夕方の「まるっと！ぎふ」で放送されました。 

②タイトル：All Mix Football  

開催日／期間：2017.2.26 

場所：コパン各務原フットサルクラブ 

対象：障がい者・健常者 

参加者数：約 80 名 

内容：イベントは岐阜県障がい者スポーツ普及・促進事業助成を受けて開催。 

10 チームに分かれて対戦。 

③自分達が楽しむことを忘れずにいること。また「どんな時も誰とでも楽しくサッカー

を！」を体現するため、イベント自体は、年に１回実施する形となっているが、障がい者

と健常者をミックスし、共に楽しい時間を共有することにより、健常の子ども達にも障が

い者サッカーという存在を知ってもらうことは大事だと感じます。情報としては知ってい

ても実際一緒にサッカーをするということはあまりないと思うので、今後も地域の各地

で同じようなイベントができればと思っています。 

 

IGS ユニバーサルスポーツクラブ（岐阜県） 

①(1)タイトル：サッカー講座はじめの一歩 

開催日／期間：年間 3 期 1 期/10 回 

場所：岐阜県フットボールセンター 

対象：羽島群二町（岐南町、笠松町）小学生 健常、障がいの有無問わず 

参加者数：15～20 名 

内容：サッカー教室 

(2)タイトル：IGS ジュニアスポーツスクール 

開催日／期間：毎週火、水曜日 

場所：羽島群笠松町スポーツ交流館、大垣市宇留生地区センター 

対象：幼児、小学生（障がい児、健常児） 

参加者数：10～15 名 

内容：スポーツスクール 

 

北摂ユナイテッド（大阪府） 

①障害者に対して、広く練習会などで関わりを持つようにしてきました。特に聴覚障害

のメンバーに対しては、練習メニューの説明などを工夫しながら活動してきました。 

②新たな障害者として、ダウン症のメンバーが所属してくれていますが、健常者と変わ

りなく練習参加や試合の帯同も含めて活動しています。本人との関わり方は、親御様

との面談にて、充分に説明した上で実践しています。 

③障害者を特別扱いする必要はありませんが、深い理解がないままに、巻き込んでし

まうと、本人に負担がかかる場合があるので、年齢によりますが、親御様から預かる

部分を事前に決めてから、取り組む必要があります。 

HalfTime（大阪府） 

①(1)インクルーシブ【障害あるなし・年齢・性別にかかわらず誰でも参加】 

タイトル：フットサル定例会（個人フットサル） 

開催日／期間：毎月 2 回 

場所：主に大阪府堺市（サンスクエア堺・大浜体育館・カモン高石）、2019 年 2 月より

大阪市（長居障害者スポーツセンター） 

対象：インクルーシブ（誰でも）。小学生から 60 代までの障害あるなしにかかわらず全

員対象。 

参加者数：総計 436 名（毎月平均 31.1 名） 

内容：フットサルの基礎練習・ゲーム等 交代が自由という形をとることでサブメンバー

も楽しめる形を提供 

タイトル：HalfTimeCUP 

開催日／期間：2018.9.15（毎年 1 回） 

場所：大阪府立臨海スポーツセンター（大阪府高石市） 

対象：インクルーシブ（誰でも）。小学生から 60 代までの障害あるなしかかわらず 

参加者数：323 名 

内容：①開会式②フットサル大会（大学フットサルサークル・関西フットサルリーグ加盟

クラブ・地元社会人フットサルクラブ・ソーシャルフットボールチーム・知的障害者サッカ

ーチーム・デフサッカーチーム・CP サッカーチーム等参加）③閉会式④フットサル交流

会（参加された方で即席チームを作りゲーム） 

交代が自由という形をとることでサブメンバーも楽しめる形を提供しました。 

(2)ソーシャルフットボール【精神障がい者対象】 

タイトル：競技性ソーシャルフットボールチーム 

開催日／期間：概ね月 2-3 回 

場所：長居障害者スポーツセンター・カモン高石・PIVO フットサルスタジアム 

対象：精神障がい者 

参加者数：15 名程度 

内容：ソーシャルフットボール全国大会出場をめざす練習内容。交代が自由という形を

とることでサブメンバーも楽しめる形を提供しました。 

タイトル：フットサル講習会 

開催日／期間：年 7 回 

場所：関西大学堺キャンパス体育館・フットメッセ天下茶屋・ノアフットサルステージ久

宝 

寺・オークアリーナ・河内長野市立体育館 

対象：大阪府の各市の精神障害者 

参加者数：計 215 名（平均 35.8 名） 

内容：初心者向けのフットサルのルール説明・基礎練習・ゲーム等。交代が自由という

形をとることでサブメンバーも楽しめる形を提供しました。 

(3)その他 

タイトル：HalfTime 娘。（女性対象フットサル交流会） 

開催日／期間：2018.10.27 

場所：エフスタ北花田 

対象：女性 

参加者数：8 名 

内容：初心者向けのフットサル基礎練習・ゲーム等 交代が自由という形をとることで

サブメンバーも楽しめる形を提供。 

②2019 年 2 月より大阪市（長居障害者スポーツセンター）にて開催。 

③参加しているソーシャルフットボール選手に働きかけ、参加されてた方を指導やフォ

ローをしてもらうよう活動の機会を増やすことができました。 

 

J Brave Football Club（大阪府） 

①タイトル：全員が楽しめる環境 

開催日／期間：通年 

場所：泉北地域 

対象：園児～小学校六年生 

参加者数：150 名 

内容：サッカーをすることが初めての子でも楽しめる環境を作り、新たな仲間と共に新

しいチャレンジができる。 

③当チームは決して強豪チームではありませんが、サッカーを通じて子どもたちの育

成、教育も取り入れた活動の中から、一人の人間としてたくましく成長できるよう日々

の活動に取り組んでいます。 

 

HYOGO CHANCE SV（兵庫県） 

①タイトル：あかしユニバーサルフットボール連盟主催のイベント 

開催日／期間：年 3～4 回 

場所：明石市大蔵海岸多目的広場 

対象：会員全員 

内容：障がい者サッカー団体のイベントに可能な限り参加しています。 

 

チャレンジドサッカーサークル神戸（兵庫県） 

①(1)タイトル：毎月 1 回の練習 

開催日／期間：第三日曜日 13 時半から 16 時 

4 月 15 日、5 月 20 日、6 月 10 日、7 月 15 日、8 月 19 日、9 月 2 日、9 月 16 日、10 月

21 日、11 月 4 日、12 月 16 日、1 月 20 日、2 月 17 日、3 月 17 日 

場所：神戸市立有野小学校体育館あるいはグランド 

対象：メンバーおよび体験希望者、体験希望者（あれば） 

参加人数：毎回約 15 名～20 名とその家族、体験希望者（あれば） 

内容：基本的な準備体操、各メンバーの障害の状況を考慮した練習メニューによるドリ

ブル、パス、シュート練習 

タイトル：フェスピック兵庫大会記念サッカー大会に参加 

開催日／期間：9 月 2 日 

場所：神戸市立しあわせの村 

対象：メンバー有志とその家族 

参加者数：21 名 

内容：試合の合間に芝生で練習、その後昼食会 

(2)タイトル：兵庫県特別支援学校サッカー連盟「ハンディキャップサッカー兵庫」に参加 

開催日／期間：11 月 10 日 

場所：神戸市立しあわせの村 

対象：メンバー有志 

参加者数：8 名 

内容：SS リーグトーナメントに参加 

(3)タイトル：クリスマス会 

開催日／期間：12 月 16 日 

場所：神戸市立有野小学校 

対象：メンバーとその家族 

参加者数：57 人 

内容：懇親会 

(4)タイトル：親子サッカー大会 

開催日／期間：2 月 17 日 

場所：神戸市立有野小学校 

対象：メンバーとその家族 
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参加者数：30 人 

内容：親睦サッカー大会 

③平成 17 年の活動スタート以来、重度から軽度まで、さまざまな障害を持つメンバー

を受け入れ、その障害の状況に応じた練習メニューを組み立てて、練習に取り組んで

来ました。その練習も、サッカーのスキル向上に取り組むと共に、メンバーひとりひとり

の自信を育てる取り組みをして参りました。また諸事情でサークルを一旦離れたメンバ

ーが戻って来て活動を再開したりと、長年の継続的な活動がまさに『ホーム』となって

いることが大変嬉しく思うことです。私達のサークルは、試合に出ることを第一の目標

とはしていません。サッカーを通して、障がいをもつ子供達、青年達が自分自身に自信

を持ち、誇りを持てるような、そんな応援団でありたいと思います。 

 

あかしユニバーサルフットボール連盟（兵庫県） 

①(1)タイトル：ＡＵＦＡ・１３５Ｅネット共催大会 

開催日／期間：２０１８年５月１９日土曜日 

場所：明石大蔵海岸多目的広場フットサル場 

対象：明石市内作業所に所属する全障がい者を含む職員・家族ほかどなたでも 

参加者数：１３６名 

内容：明石市内の作業所に所属する全障がい者を中心に職員・家族・知り合い・近所

の方などどなたでも参加して、フットサル大会を行いました。 

(2)タイトル：ＡＵＦＡ元Ｊリーガーサッカー教室 

開催日／期間：２０１８年６月１７日日曜日 

場所：明石大蔵海岸多目的広場フットサル場 

対象：全障がい者を含むどなたでも 

参加者数：９４名 

内容：元Ｊリーガーによる障がい者等どなたでも参加してサッカー教室を行いました。 

(3)タイトル：ＡＵＦＡ第５回あかしごちゃまぜフットサルフェスティバル 

開催日／期間：２０１８年９月３０日日曜日 雨天中止 

場所：明石大蔵海岸多目的広場フットサル場 

対象：全障がい者を含むどなたでも 

参加者数：雨天中止 

内容：健常者・障がい者をごちゃまぜに全員でフットサル等を行う予定でしたが、雨天

中止となりました。 

(4)タイトル：ＡＵＦＡ・（一社）明石サッカー協会共催ユニバーサルフットサル交流大会 

開催日／期間：２０１８年１１月２３日金曜日 

場所：明石大蔵海岸多目的広場フットサル場 

対象：全障がい者を含むどなたでも 

参加者数：１３９名 

内容：（一社）明石サッカー協会さんの運営を中心に障がい者も健常者も一緒になって

遊びを取り入れた準備運動をしたり、フットサル大会を行いました。 

(5)タイトル：ＡＵＦＡキッズフェスティバル 

開催日／期間：２０１９年２月９日土曜日 

場所：兵庫県立障害者スポーツ交流館体育館 

対象：全障がい児・健常児を含む幼児・児童ならどなたでも 

参加者数：４４名 

内容：障がい児・健常児をグループ分けをして少人数で、ボール遊びを中心に遊びや

サッカーなどを楽しみました。 

②タイトル：ＪＣカップＵ－１１明石少年少女サッカー大会体験会 

開催日／期間：２０１８年５月６日日曜日 

場所：兵庫県立明石公園陸上競技場 

対象：明石４種登録している選手及び観客および明石公園に遊びに来ている方どなた

でも 

参加者数：１２０名 

内容：アンプティサッカーの体験 

③どの大会もみんなごちゃまぜになり、積極的に全員参加して楽しんでくれました。 

 

ウエルネス（兵庫県） 

①タイトル：みんなが活動できる環境を提供する 

開催日／期間：随時 

対象：誰でも 

内容：参加する子どもたちが生き生きとできる瞬間を提供しています。 

サッカーのトレーニングだけではなく、キャンプや様々なイベントにも可能なものには参

加してもらい、だれとでもかかわりあえる環境を提供しています。 

 

但馬知的障がい者サッカー連盟（兵庫県） 

②(1)タイトル：トレセン活動 

開催日／期間：２０１８年４月～２０１８年３月 

場所：出石精和園、出石特別支援学校、しおかぜ香苑 

対象：但馬地区在住の知的障がい者（児） 

参加者数：場所により異なるが１０名から３０名程度 

内容：サッカーの練習 

(2)タイトル：選抜活動 

開催日／期間：２０１８年８月 

場所：しおかぜ香苑、浜坂県民サンビーチ 

対象：但馬地区在住の知的障がい者（児） 

参加者数：１０名 

内容：トレセン活動を通して選抜された但馬選抜で８人制サッカー大会とビーチサッカ

ー大会に出場しました。 

③但馬トレセンでは FID サッカーの普及に努め、ニーズの獲得を図れました。但馬選

抜では大会にてビーチサッカー日本代表選手やインターハイ出場現役サッカー部員と

の交流が図れました。 

 

A-pfeile 広島（広島県） 

①タイトル：西日本アダプテッドフットボールフェスティバル 

開催日/期間：2016 年度から年 1 回 2～3 日間 開催 

場所： 

2016 年度：修道大学人工芝グラウンド、広域公園補助グラウンド 

2017 年度：マエダハウジング東区スポーツセンター、広島経済大学フットボールパーク 

2018 年度：広島経済大学フットバールパーク、マエダハウジング東区スポーツセンター、

広島青少年文化センター人工芝グラウンド 

対象：障がい者スポーツに興味を持っている方、サッカー好きの方など 

参加人数：おおよそのべ 200 名 

内容：日本障がい者サッカー連盟の理念に基づき，広く障がい者サッカーに親しむ機

会を作ることで、技術の向上ならびに認知・普及振興に寄与することを目的に西日本

を中心とした選手・チームが参加できる交流試合の開催を継続的に行う。電動車いす

サッカー、ブラインドサッカー，アンプティ―サッカーの 3 種目の交流試合を実施する。

また、障害の有無に関わらず誰もが同一のフィールドにて試合を行える機会を提供し

ています。 

②タイトル：インクルーシブフットボールフェスタへの参加 

開催日/期間：2018 年 3 月 2 日 

場所：広島市佐伯区スポーツセンター 

対象：誰でも，サッカーに興味がある方 

参加人数：おおよそのべ 250 名 

内容：障がいの有無やサッカーの種別などの違いを超え、障がいを持っている人と健

常者が混合チームで一緒にサッカーを楽しむ機会を提供する。今回は東京以外の都

市では初の開催でした。 

 

NPO 法人 School Green Japan（愛媛県） 

①タイトル：障がい者スポーツイベント 

開催日／期間：2017 年 10 月 

場所：愛媛県松山市 

対象：障がい者 

参加者数：300 人 

内容：愛媛県松山市障害者ふれあいスポーツ大会、運営支援。 

②(1)タイトル：エンジョイパラスポーツ 2018 

開催日／期間：2018 年 10 月～11 月 

場所：愛媛県松山市、今治市 

対象：一般、障がい者。 

参加者数：80 人 

内容：障がい者とスポーツを通じた共生社会創生事業として、「平成 30 年度愛媛県

NPO 法人活動助成事業」「平成 30 年度愛媛県障がい者スポーツイベント開催支援事

業」の 2 事業を受け、「セミナー＆体験会」形式で、セミナーを障がい者スポーツ、スポ

ーツボランティア等の有識者の方に、体験会は、ブラインドサッカー、車いすテニス、車

いすツインバスケット、車いすスポーツ等を競技クラブの支援を受けて全 4 回開催しま

した。 

(2)タイトル：えひめ障がい者スポーツ研究会 

開催日／期間：2018 年 11 月～3 月 

場所：愛媛県 松山記念病院 

対象：障がい者支援 NPO・ボランティア・指導者、医療・福祉、学校教育、自治体、企業、

障がい者（アスリート）関心のある人どなたでも参加可 

参加者数：10 名×3 回 30 名 

内容：愛媛県内で障がい者スポーツに関係していたり、関心のある人が自由に参加で

き、情報交換・共有、交流の場として、課題解決に向けて取り組んでいくための会とし

て、毎月 1 回開催中。 

(3)タイトル：障がい者スポーツ大会の運営ボランティア活動 

開催日／期間：2018 年 

場所：愛媛県 松山市内 

対象：障がい者 

参加者数：500 人 

内容：愛媛県松山市主催、障がい者スポーツ大会の運営支援活動として、大会準備、

スタッフとして活動。 

③タイトル：エンジョイパラスポーツ 

開催日／期間：2018 年 10 月～現在 

場所：愛媛県内 

対象：一般、障がい者、学生 

参加者数：100 名 

内容：障がい者スポーツを通じて共生社会づくりを目指した活動として、「セミナー＆体

験会」を実施し、障がい者の現状を一般の人に理解してもらうこと、障がい者の人がス

ポーツを通じた社会参加など、お互いが課題に気づき、考えるきっかけとなる活動が
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各団体の番号の見方 
①2018 年度より前から継続している活動 
②2018 年度から初めて行った活動 
③活動の紹介 

でき、課題解決に取り組むべく活動が動き始めました。今後は、スポーツクラブを核に、

障がいスポーツ教室の開催、障がい者スポーツクラブの支援、マルチステークホルダ

ーとの連携等を進めていきたいです。 

 

特定非営利活動法人 春日イーグルス（福岡県） 

①今年度は、ブラインドサッカー交流会は日程が合わずに実施することができなかっ

たが、U-13 年代の春に交流事業を計画しようというスタッフの意見がでた。 

②福岡大学サッカー部が主催するろうあ者サッカー交流会に U-18 メンバーが参加す

ることができました。 

 

Copa Ohori（福岡県） 

②タイトル：CopaOhori(コパ大濠) 

開催日／期間：毎週水曜、日曜の 20 時〜22 時 

場所：南当仁小学校体育館 

対象：年齢問わず、初心者、経験者、男性女性問わず対象 

参加者数：20 名〜25 名 

内容：フットサル 

③障がいがある無いに関わらず、どんな方でも受け入れて参加者皆んなが楽しめる

環境を提供しました。 

 

特定非営利活動法人カティオーラ（大分県） 

①タイトル：別府湯の華カップに参加 

開催日／期間：2019 年２月２４日（日） 

場所：別府実相寺グラウンド 

対象：男女（年齢制限なし）障がい者 

参加者数：不明（１００人以上）１２チーム 

内容：女子サッカーの普及と女子チーム・女子サッカーを応援いただけるチーム・障が

い者チームとの交流。サッカーファミリーを増やし、サッカーの楽しさを味わってもらう

大会です。 

 

テゲバジャーロ宮崎（宮崎県） 

①(1)開催日／期間：2018/4/1～2019/3/31 

場所：宮崎県全域 

対象：知的、精神、CP 

参加者数：20 人 

内容：月二回のスクール活動を実施。 

(2)開催日／期間：2018/4/1～2019/3/31 

場所：宮崎県全域 

対象：弱視児童、CP 児童、下肢障害児童、兄弟児童 

参加者数：10 人 

内容：月二回のスクール活動を実施。 

(3)開催日／期間：2019/1/15,16 

場所：宮崎県全域 

対象：年齢不問、障害不問、性別不問、サッカー経験不問等 

参加者数：100 人 

内容：ユニファイドスポーツフェスティバル。年齢不問、障害不問、性別不問、サッカー

経験不問にて参加者を募り グルーピング。総当たりのリーグ戦にて順位をきめます。

知的、精神、CP、アンプティ、視覚、聴覚、女子、サッカー選手、高校生、４種チーム、３

種チーム、行政関係者、サッカー協会関係者などが集まり、互いにサッカーを通して理

解を深める事を目的としました。 

(4)開催日／期間：2018/4/1～2019/3/31 

場所：宮崎県全域 

対象：アンプティ、女子、３種チーム 

参加者数：30 人 

内容：年間三回トレーニングマッチ 

②ユニファイドスポーツフェスティバルの二日目に、障がい者サッカーのカテゴリー、３

種チーム、４種チーム等で、トレーニングマッチを実施。強化の意味合いも付け足した。 

参加カテゴリーは知的(+CP)、精神、弱視、アンプティ、３種(+デフ)、４種 

(1)開催日／期間：2018/4/1～2019/3/31 

場所：宮崎県全域 

対象：デフ 

参加者数：デフ 1 人 

内容：女子チーム所属としリーグ戦に参加 

(2)開催日／期間：2018/7 

場所：宮崎市 

対象：アンプティ日本代表、３種チーム 

参加者数：30 人 

内容：アンプティサッカー日本代表のトレーニングマッチの相手チームとして、アカデミ

ーチームが参加。 

(3)開催日／期間：2018/4/1～2019/11/31 

場所：宮崎県全域 

対象：知的、CP、弱視 

参加者数：20 人 

内容：JFL ホーム戦の運営スタッフとして参加。社会参加の一歩、より身近でサッカー

を感じてもらうこと、同じエンブレムを付けてサッカーをすることへのモチベーション向

上を目的とした。運営終了後には同じピッチにてトレーニング等を実施しました。 

③普及と認知のみだけでなく、強化の意味合いを持たせた時間は、中々トレーニング

マッチを組めない障がい者サッカーには団体参加を促せる要因となる事がわかりまし

た。 

 

一般社団法人蹴－1 協会（宮崎県） 

①タイトル：蹴-1GP 

開催日／期間：2019 年３月 17 日 

場所：藤見公園陸上競技場 

対象：U-9 クラス、U-12 クラス、一般クラス（中学生から最高齢７６歳） 

参加者数：2800 名 

内容：サッカーの PK 大会 

③PK 大会ということで、アンプティーサッカー、知的、CP、デフと様々な障がいを持った

チームの選手もプレーしていただきました。メディアにも取り上げられて、現在他県から

も障害者サッカーチームが参加するようになりました。 

 

山口・九州ろう者サッカー協会（鹿児島県） 

①第 24 回山口・九州ろう者サッカー選手権大会 in 熊本 

毎年九州のチームが集まり九州一が争われる大会になります。今年で 24 年連続開催

している伝統ある大会です。今年は選手スタッフ総勢 100 名程で行われました。詳細

は日本ろう者サッカー協会 HP をご覧ください。 

http://jdfa.jp/news/deaf_soccer_kdfa_20190317/ 

②福岡大学で精神障害、切断障害、聴覚障害の各団体が集まりイベントを行いました。 

https://www.fukuoka-u.ac.jp/community/column/19/01/07161132.html 

 

一般社団法人サンビスカス沖縄（沖縄県） 

①タイトル：サッカースクール 

開催日／期間：毎週月〜金開催 

場所：沖縄県全域 

対象：小学生 

参加者数：発達に障がいを持っている子が数名 

内容：サッカースクール 

③クラブでは、積極的に発達に障がいのある子を受け入れています。最初はなかなか

練習にも最後まで参加することが難しかった子が、今ではかなりスクールに慣れて、最

後まで練習に取り組むことができるようになりました。保護者の方からも、サッカーを始

めてから、学校生活もとても良くなったとお話をされています。 

 


